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東京―金沢　最速２時間28分 
北陸新幹線が開業。４線全てに新型車両が停車し、大勢の人で埋まった金沢駅ホーム
＝2015年3月14日 撮影：山本　健吾（北國新聞社写真部）

　

全
国
か
ら
若
手
記
者
が
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
集
ま
る
恒
例

の
記
者
研
修
。
今
年
は
６
月
８
、
９
日
に
行
い
、
続
け
て
沖

縄
へ
取
材
団
を
派
遣
す
る
。日
程
の
概
要
が
固
ま
っ
て
き
た
。

募
集
案
内
は
４
月
下
旬
、
加
盟
各
社
の
編
集
・
報
道
局
長
や

論
説
委
員
長
あ
て
に
送
り
、
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

　

記
者
研
修
で
は「
対
談　

戦
後
70
年
を
語
る
」と
題
し
、

村
山
富
市
元
首
相
と
河
野
洋
平
元
自
民
党
総
裁
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
る
。
村
山
談
話
と
河
野
談
話
の
当
事
者
で
あ
る
２
人
が

戦
後
70
年
と
歴
史
認
識
に
つ
い
て
語
り
、
質
問
に
答
え
る
。

石
破
茂
地
方
創
生
相
も
会
見
す
る
予
定
。
毎
年
、
議
論
が
沸

騰
す
る
現
場
記
者
の
討
論
会
は
各
紙
・
局
が
展
開
す
る
戦
後

70
年
の
連
載
企
画
が
テ
ー
マ
だ
。

　

今
年
は
琉
球
列
島
の
今
後
を
決
め
る「
沖
縄
の
年
」。
沖

縄
取
材
団
は
６
月
９
日
夜
、
那
覇
に
入
り
、
10
、
11
、
12
日

と
３
日
間
を
取
材
に
あ
て
る
。
翁
長
雄
志
知
事
、
稲
嶺
進
名

護
市
長
と
の
会
見
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
内
部
、
辺
野
古
移

設
の
現
場
、
基
地
に
依
存
し
な
い
地
域
経
済
の
展
望
な
ど
を

取
材
す
る
計
画
だ
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
琉
球
新
報
の
協
力
を

得
て
、
取
材
先
と
折
衝
し
て
い
る
。�

（
中
井
良
則
）

今月のことば
「
日
本
社
会
は
、
カ
タ
ギ（
堅
気
）、
イ
ン
テ
リ
、
ヤ
ン
キ
ー

の
３
極
構
造
。
こ
の
う
ち
層
の
厚
い
カ
タ
ギ
の
お
か
げ
で
社

会
が
維
持
さ
れ
て
い
る
」

　

竹
内
洋
・
京
大
名
誉
教
授（
３
・５
）�

３
㌻

「
日
本
一
に
な
り
浜
松
市
民
が
喜
ん
で
く
れ
た
。
街
で
お
ば

ち
ゃ
ん
か
ら『
ジ
ュ
リ
ー
の
次
に
あ
な
た
が
好
き
』と
声
を

か
け
ら
れ
て
手
を
握
ら
れ
た
」

　

清
宮
克
幸
・
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督（
３
・
17
）　

�

５
㌻

６
月
記
者
研
修
で
村
山
・
河
野
対
談

沖
縄
に
現
地
取
材
団
も
派
遣
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拓己・成蹊大准教授� 7

賛助会員の会� 7

記者ゼミ　ネット時代のマスメデ
ィア編� 8‣9
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� 20‣21

会
見
、
取
材
団　

プ
レ
ス
事
業
を
充
実

３
億
９
１
４
１
万
円　

減
収
予
算
を
承
認

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
２
０
１
５
年
度
の

予
算
と
事
業
計
画
が
３
月
26
日
の
臨
時
社

員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
予
算
の
収
入
は

前
年
度
比
６
２
４
万
円
、
１
・
57
％
減（
千

円
以
下
切
り
捨
て
）の
３
億
９
１
４
１
万

円
を
見
込
ん
だ
が
、
支
出
は
人
件
費
な
ど

の
削
減
に
努
め
、
当
期
一
般
正
味
財
産
の

増
減
は
な
く
収
支
同
額
の
予
算
と
な
っ

た
。
単
年
度
の
収
支
計
算
書
で
は
、
減
価

償
却
分（
４
０
０
万
円
）の
黒
字
。（
21
㌻

に
正
味
財
産
増
減
予
算
書
）

　

経
常
収
益（
収
入
）は
プ
レ
ス
会
員（
法

人
会
員
と
個
人
会
員
）と
賛
助
会
員
を
あ

わ
せ
た
会
費
収
入
が
83
％
を
占
め
、
財
政

の
根
幹
だ
。
法
人
会
員
は
前
年
度
予
算
よ

り
２
社
増
え
１
０
６
万
円
の
増
収
と
な
っ

た
。
Ｏ
Ｂ
記
者
ら
の
個
人
Ｄ
会
員
は
80
歳

に
な
る
と
会
費
を
割
り
引
い
て
い
る
。
新

年
度
に
80
歳
を
迎
え
る
Ｄ
会
員
は
46
人
い

る
た
め
、
こ
の
割
引
分
だ
け
で
２
５
７
万

円
の
減
収
と
な
る
。
Ｄ
会
員
８
６
９
人
の

う
ち
、
80
歳
以
上
の
先
輩
は
３
０
７
人
で

３
分
の
１
を
超
え
る
。
貸
室
収
入
、
飲
食

売
上
割
戻
し
な
ど
事
業
収
入
も
前
年
度
実

績
を
も
と
に
減
少
を
見
込
ん
だ
。

　

経
常
費
用（
支
出
）の
最
大
の
支
出
項

目
は
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
９
階
全
部
と
10

階
ホ
ー
ル
を
賃
借
す
る
借
室
維
持
費
で
あ

り
、
43
％
を
占
め
る
。
㈱
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
の
理
解
を
得
て
、
９
階
借
室
料
が

引
き
下
げ
改
定
さ
れ
た
。
事
務
局
職
員
は

１
名
を
新
規
採
用
し
た
が
、
退
職
者
や
嘱

託
再
雇
用
者
が
い
る
た
め
人
件
費
全
体
で

前
年
度
比
９
３
４
万
円
の
削
減
と
な
る
。

　

会
見
・
会
報
な
ど
の
事
業
費
は
大
型
の

海
外
取
材
団
派
遣
な
ど
も
見
込
み
増
額
し

た
。
ク
ラ
ブ
の
基
本
で
あ
る
プ
レ
ス
会
見

は
よ
り
幅
広
く
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
内
容
を

拡
充
し
た
い
。

●
会
見
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化

　

ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
や
プ
リ
ン
ト
で
保
存
し

て
い
た
過
去
の
記
者
会
見
な
ど
の
写
真

（
約
３
７
０
０
件
）を
電
子
化
す
る
新
事
業

を
行
う
。
経
常
外
収
益
の
経
営
安
定
化
資

金
積
立
を
取
り
崩
し
、
７
０
０
万
円
の
支

出
を
計
上
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
が
劣
化
す
る

前
に
保
存
し
、
重
要
な
会
見
写
真
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
す
る
。
14
年
度
に
電
子

化
し
た
会
報
や
会
見
音
声
と
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
広
げ
る
。

　

経
常
費
用
は
前
年
度
比
１
４
２
４
万
円

減
少
し
、
３
億
９
８
４
１
万
円
。
写
真
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
の
経
常
外
収
益
取
り
崩
し

分
７
０
０
万
円
を
勘
案
す
る
と
、
当
期
一

般
正
味
財
産
に
変
化
は
な
い
。

●
法
人
会
員
・
賛
助
会
員
の
入
会
金
な
し

　

理
事
会（
３
月
５
日
）は
会
員
増
加
に

取
り
組
む
た
め
、
法
人
会
員
と
法
人
賛
助

会
員
の
入
会
金
を
免
除
す
る
特
別
措
置
を

15
年
度
も
続
け
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

た
。
報
道
機
関
や
企
業
、
団
体
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
専
務
理
事　

中
井
良
則
）

た
ば
こ
は
喫
煙
室
で
ど
う
ぞ

　

９
階
会
見
場
と
和
食
堂
の
手
前
の
ス
ペ
ー

ス
に
灰
皿
を
置
き
、た
ば
こ
が
吸
え
る
よ
う

に
し
て
い
た
が
、４
月
か
ら
灰
皿
を
撤
去
し

た
。ま
た
10
階
ホ
ー
ル
前
に
あ
っ
た
灰
皿
も

撤
去
し
た
。た
ば
こ
の
煙
は
困
る
と
い
う
声

や
、ホ
ー
ル
前
は
無
人
の
場
合
も
あ
り
火
の

始
末
が
心
配
だ
と
い
う
声
に
配
慮
し
た
。愛

煙
家
の
会
員
は
９
階
ラ
ウ
ン
ジ
奥
の
喫
煙
室

で
分
煙
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
２
件
は
３
月
12
日
の
施
設
運
営
委
員

会
で
承
認
さ
れ
た
。

「
会
見
場
」に
変
え
ま
し
た

　

９
階
の
日
比
谷
公
園
に
面
し
た
大
部
屋

は「
宴
会
場
」と
呼
ん
で
き
た
が
、４
月
か

ら「
会
見
場
」に
変
え
た
。「
宴
会
場（
バ
ン

ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
）で
記
者
会
見
を
開
き
ま

す
」と
説
明
す
る
と
、ゲ
ス
ト
に「
え

っ
？
」と
驚
か
れ
る
時
も
あ
っ
た
。も
と
も

と
の
使
用
目
的
は
記
者
会
見
。会
見
の
な

い
時
と
い
う
前
提
で
、会
員
に
貸
し
出
し
、

会
合
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。名
称
は

本
来
の「
会
見
場
」と
す
る
が
、会
員
の
利

用
方
法
は
変
わ
ら
な
い
。
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サリン事件20年

戦後70年

　

オ
ウ
ム
法
廷
の
取
材
で
一
番
印
象

に
残
る
の
は
１
９
９
６
年
３
月
の
林

郁
夫
被
告（
無
期
懲
役
が
確
定
、服
役

中
）の
第
２
回
公
判
だ
。地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
の
起
訴
事
実
を
認
め
た
林
被

告
が
何
度
も
絶
句
し
な
が
ら
謝
罪
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、
傍
聴
席
か
ら
お

え
つ
が
漏
れ
た
。
夫
の
一
正
さ
ん
が

　

新
聞
社
の
入
社
試
験
に
落
ち
た
私
が
、
記
者
の
皆
さ
ん

の
前
で
お
話
な
ど
し
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
―
。冒
頭
、

そ
ん
な〝
枕
〟で
聴
き
手
の
心
を
く
す
ぐ
っ
た
後
、
日
本

の
大
衆
社
会
は
第
２
幕
、
す
な
わ
ち「
超
大
衆
社
会
」に

入
っ
た
、
と
の
持
論
を
丁
寧
に
展
開
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
大
衆
社
会
に
つ
い
て
は
２
つ
の
危
惧
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
１
つ
は
エ
リ
ー
ト
が
過
度
に
大
衆
の
干
渉

を
受
け
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
逆
に
、
個
に
分
断
さ
れ
た

大
衆
が
エ
リ
ー
ト
に
操
作
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
だ
。

　

超
大
衆
社
会
の
危
う
さ
は「
ど
ち

ら
と
も
違
う
」。
実
は
存
在
し
な
い

「
想
像
さ
れ
た
大
衆
」を
政
治
家
も

官
僚
も
文
化
人
も
、
お
み
こ
し
と
し

て
都
合
よ
く
担
ぐ
。
一
般
の
人
々
も

世
論
調
査
や
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の「
幻
像
」

を
進
ん
で
演
じ
る
。
こ
う
し
て
顔
の
な
い「
超
大
衆
」が

空
気
と
な
り
、メ
デ
ィ
ア
や
言
論
空
間
を
支
配
し
て
い
く
。

そ
う
い
う
怖
さ
な
の
だ
と
み
る
。

　

騒
々
し
い
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
反
知
性
主
義
が
日
本
社
会

の
病
と
し
て
急
浮
上
し
つ
つ
あ
る
。
竹
内
氏
の
論
は
、
問

題
の
構
造
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
よ
う
に
透
視
し
て
み
せ
る
。

処
方
箋
の
１
つ
が
、
極
論
を
嫌
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
重
ん
じ

る「
堅
気
」層
へ
の
注
目
だ
と
い
う
。
常
に
新
し
い
も
の
、

珍
し
い
現
象
を
追
う
メ
デ
ィ
ア
が
軽
ん
じ
が
ち
な
彼
ら
こ

そ
、
本
来
の
大
衆
＝
庶
民
だ
か
ら
だ
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員　

石
鍋　

仁
美

高た
か

橋は
し

　
シ
ズ
ヱ　
さ
ん

宇う

都つ
の

宮み
や

　
健け

ん

児じ　

弁
護
士

中な
か

村む
ら

　
裕ゆ

う

二じ　

弁
護
士

20
年
前
の
事
件
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

３
・
４（
水
）研
究
会「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
20
年
」③
／
司
会
：
瀬

口
晴
義
委
員
／
出
席
：
72
人
／
動
画

竹た
け

内う
ち

　
洋よ

う　

京
都
大
学
名
誉
教
授

「
超
大
衆
社
会
」
の
危
う
さ
説
く

３
・
５（
木
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年　

語
る
・
問
う
」⑭
／
司

会
：
会
田
弘
継
企
画
委
員
長
／
出
席
：
63
人
／
動
画

地
下
鉄
霞
ケ
関
駅
で
殉
職
し
た
高
橋
シ
ズ
ヱ
さ
ん（
写
真

中
央
）だ
っ
た
。林
被
告
は
幼
児
の
よ
う
に
大
声
で
泣
い
た
。

　

高
橋
さ
ん
が
麻
原
彰
晃
被
告（
死
刑
確
定
）や
そ
の
弟

子
た
ち
の
刑
事
裁
判
の
法
廷
に
連
日
の
よ
う
に
足
を
運
ぶ

姿
を
よ
く
お
見
掛
け
し
た
。
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
相

当
に
き
つ
か
っ
た
は
ず
だ
。
泣
き
寝
入
り
を
し
て
い
た
犯

罪
被
害
者
の
権
利
を
高
め
る
た
め
に
、
高
橋
さ
ん
は
議
員

立
法
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
基
本
法
の
制
定
に
奔
走
、
国
会

や
永
田
町
に
精
力
的
に
通
い
、
オ
ウ
ム
事
件
の
被
害
者
を

救
済
す
る
特
例
法
も
勝
ち
取
っ
た
。
そ
ん
な
高
橋
さ
ん
を

支
え
た
の
が
会
見
に
同
席
し
た
宇
都
宮
健
児
弁
護
士（
同

右
）と
中
村
裕
二
弁
護
士（
同
左
）だ
っ
た
。
今
も
後
遺
症

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
サ
リ
ン
の
被
害
者
は
多
い
。
遺
族
や

被
害
者
に
と
っ
て
事
件
は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
し
た
会
見
だ
っ
た
。

企
画
委
員　

東
京
新
聞
社
会
部
長　

瀬
口　

晴
義

　

２
月
15
日
か
ら
停
戦
が
発
効
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
砲
声
は
や

ん
で
い
な
い
。「
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
問
題
で
は
な
い
。
国
際
社
会
の

価
値
観
、
ル
ー
ル
、
原
則
が
試
さ
れ

て
い
る
」と
強
調
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
、
主
権

を
擁
護
す
る
よ
う
に
訴
え
た
。

　

ロ
シ
ア
軍
の
支
援
を
受
け
た
親
ロ
シ
ア
派
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
東
部
で
支
配
力
を
強
め
る
。
劣
勢
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

た
め
に
欧
米
の
国
々
が
訓
練
や
支
援
を
始
め
た
。「
米
国
、

英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
軍
事
専
門
家
や
顧
問
団
を
派

遣
し
て
お
り
、
歓
迎
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。
こ
の
地
政

学
上
の
要
衝
で
、
ロ
シ
ア
と
米
国
お
よ
び
そ
の
同
盟
国
が

代
理
戦
争
を
始
め
て
い
る
構
図
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
兵
器
も
足
り
な
い
。
米
国
に
要
請
し
て

い
る
の
は「
攻
撃
を
仕
掛
け
る
も
の
で
は
な
く
、『
反
撃
に

必
要
な
重
要
兵
器
』で
あ
る
」と
説
明
し
、通
信
設
備
や
無

人
機
を
挙
げ
た
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
こ
う
し
た
兵
器
を

渡
せ
ば
、
戦
闘
が
さ
ら
に
激
化
し
、
米
国
製
最
新
兵
器
が

ロ
シ
ア
側
の
手
に
落
ち
る
事
態
も
懸
念
し
て
消
極
的
だ
。

　

ロ
シ
ア
と
の
関
係
の
復
帰
は「
予
想
さ
れ
る
将
来
は
な

い
」。
ク
リ
ミ
ア
が
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る

な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
と
の
復
縁
に
踏
み
切
れ
な
い
の
は
当
然

だ
。
安
倍
首
相
と
の
会
談
で
は
、
首
相
が
早
期
ウ
ク
ラ
イ

ナ
訪
問
の
意
向
を
示
し
た
と
い
う
。

企
画
委
員　

共
同
通
信
編
集
委
員
室
長　

杉
田　

弘
毅

パ
ウ
ロ
・
ク
リ
ム
キ
ン　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
相

ロ
シ
ア
と
の
関
係
復
帰

「
予
想
さ
れ
る
将
来
は
な
い
」

３
・
３（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
長
井
鞠
子

／
出
席
：
71
人
／
動
画
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一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
万
ド
ル
を
超
え
た
。
自
動
車

生
産
台
数
は
世
界
７
位
。
日
本
か
ら
の
進
出
企
業
は
こ
の

５
年
間
で
２
倍
以
上
に
増
え
た
。
人
口
は
間
も
な
く
日
本

を
追
い
抜
く
。
さ
て
、
こ
の
国
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

　

答
え
は
メ
キ
シ
コ
。
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
メ
キ
シ
コ
の
現
状

を
熱
心
に
紹
介
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
資

料
の
タ
イ
ト
ル
は「
改
革
が
熱
い
メ

キ
シ
コ
」。「
国
営
企
業
が
独
占
し
て

き
た
石
油
・
ガ
ス
事
業
に
、
外
国
の
資
本
と
技
術
の
参
入

を
認
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
が
進
ん
で
い
る
」。
活
気
あ

ふ
れ
る
経
済
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
駐
日
メ
キ
シ
コ
大

使
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　

と
は
い
え
、
日
本
で
報
道
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
麻
薬
組

織
の
凶
悪
犯
罪
が
多
い
。「
全
体
で
は
犯
罪
は
減
る
傾
向

に
あ
っ
て
も
、
た
し
か
に
治
安
の
問
題
は
懸
念
材
料
だ
。

た
だ
、
対
応
可
能
な
リ
ス
ク
と
申
し
上
げ
て
い
る
」と
、

こ
と
ば
を
選
び
な
が
ら
慎
重
に
述
べ
た
。

　
「
メ
キ
シ
コ
の
人
に
日
本
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、

同
時
に
日
本
の
人
に
も
メ
キ
シ
コ
と
中
南
米
を
も
っ
と
知

っ
て
ほ
し
い
」。大
使
と
し
て
心
配
な
の
は
、日
本
の
新
聞
・

テ
レ
ビ
の
特
派
員
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ

ほ
ど
大
き
く
変
化
す
る
親
日
国
の
現
場
を
取
材
し
た
熱
い

リ
ポ
ー
ト
を
読
み
た
い
も
の
だ
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事　

中
井　

良
則

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）を
中
心
と
す

る
地
域
制
度
が
重
要
性
を
増
す
中
、
ア
ジ
ア
に
は「
そ
も

そ
も
な
ぜ
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
制
度
が
存
在
し
て
い
る

の
か
、
重
層
的
に
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
ど
う
い
う
意

味
が
あ
る
の
か
」着
目
し
た
の
が
執
筆
の
動
機
と
い
う
。

　

背
景
に
多
国
間
外
交
の
広
が
り
が
あ
る
。
２
国
間
に
慣

れ
た
日
本
に
は
、
こ
れ
が
な
か
な
か
わ
か
り
に
く
い
。

　
「
大
国
に
と
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は

面
倒
く
さ
い
。
言
う
こ
と
を
聞
い
て

く
れ
な
い
の
で
厄
介
で
す
」と
率
直

に
語
る
。
大
国
を
突
出
さ
せ
ず
、
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

し
て
ま
と
ま
る
。
結
果
は「
こ
の
数
十
年
、
大
国
も
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
乗
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」。

　

大
国
が
ゴ
リ
押
し
で
き
な
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
自
信
は
、

プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
経
済
発
展
が
大
き
い
と
す
る
。

　

だ
が
問
題
は
こ
れ
か
ら
。
中
国
の
台
頭
と
米
国
の
再
均

衡
政
策
の
中
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
中
心
性
を
維
持
で
き
る

か
ど
う
か
。
中
国
は
地
域
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
尊
重
し
て
い
く
の
で
は
と
見
る
。

　

こ
こ
は
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
け
に
、
も
う
少
し

詳
し
く
聞
き
た
か
っ
た
が
、
文
字
通
り
重
層
的
で
込
み
入

る
話
を
、
気
鋭
の
国
際
政
治
学
者
は
目
い
っ
ぱ
い
立
て
板

に
水
で
整
理
し
た
。

産
経
新
聞
出
身　

千
野　

境
子

山や
ま

田だ

　
彰あ

き
ら　

駐
メ
キ
シ
コ
大
使

特
派
員
不
在
の
メ
キ
シ
コ

熱
い
改
革
の
現
状
を
説
明

３
・
３（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／
出
席
：
21
人

／
動
画

大お
お

庭ば

　
三み

枝え　

東
京
理
科
大
学
教
授

厄
介
だ
が
重
要
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

形
成
と
意
味
合
い
を
解
く

３
・
６（
金
）著
者
と
語
る『
重
層
的
地
域
と
し
て
の
ア
ジ
ア　

対
立
と
共

存
の
構
図
』／
司
会
：
坂
東
賢
治
委
員
／
出
席
：
63
人
／
動
画

　

日
本
最
大
の
労
働
組
合
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
６

７
４
万
人
の
組
合
員
を
率
い
る
。
会

見
は
春
季
生
活
闘
争（
春
闘
）の
集

中
回
答
を
間
近
に
控
え
て
い
た
時
期

で
、話
題
も
春
闘
が
中
心
に
な
っ
た
。
さ
さ
や
か
れ
る「
春

闘
不
要
論
」に
対
し
て
は
、「
企
業
、
産
業
だ
け
で
な
く
、

日
本
社
会
を
見
つ
め
直
す
た
め
の
１
つ
の
有
効
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
だ
」と
き
っ
ぱ
り
。「
物
価
上
昇
に
所
得
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
。
経
営
側
も
支
払
い
能
力
論
、
総
額
管
理
な

ど
従
来
の
発
想
を
捨
て
て
、
マ
ク
ロ
の
視
点
で（
賃
上
げ

の
）決
断
を
」と
主
張
。

　

所
得
、
資
産
の
格
差
に
つ
い
て
も
厳
し
い
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
や
子
供
の
貧
困
率
の
高
さ
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
存
在
な
ど

を
挙
げ
、
格
差
論
争
を「
一
時
の
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら
せ
て

は
い
け
な
い
」と
言
う
。「
一
部
の
貧
困
は
全
体
の
繁
栄

に
と
っ
て
危
機
」だ
と
も
。
解
決
の
た
め
に
は
政
策
論
議

が
必
要
と
提
起
す
る
。

　

年
間
１
０
０
人
を
超
え
る
過
労
死
問
題
へ
の
取
り
組
み

に
も
意
欲
的
だ
。
若
者
を
長
時
間
、
過
重
労
働
で
使
い
捨

て
る「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」問
題
に
つ
い
て
は
、
労
組
に
よ

る
職
場
点
検
、
あ
る
い
は
経
営
者
団
体
や
行
政
に
対
す
る

要
請
な
ど
を
行
う
方
針
を
示
し
た
。
労
組
の
な
い
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
に
対
し
て
は
、
組
織
化
も
図
る
と
い
う
。

東
京
新
聞
出
身　

川
北　

隆
雄

古こ

賀が

　
伸の

ぶ

明あ
き　

連
合
会
長

労
働
取
り
巻
く
過
酷
な
環
境
に
警
鐘

３
・
９（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
水
野
裕
司
委
員
／
出
席
：
74
人
／
動

画
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「
世
界
を
い
か
に
よ
り
安
全
な
場

所
に
で
き
る
か
、
重
要
な
決
定
を
下

す
こ
と
に
な
る
」。
新
し
い
国
際
的

な
防
災
指
針
を
決
め
る
第
３
回
国
連

防
災
世
界
会
議
を
３
日
後
に
控
え
、

会
議
の
意
義
を
強
調
し
た
。
１
月
に
も
ク
ラ
ブ
で
会
見
し

て
お
り
、
意
気
込
み
を
示
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
を
迎
え
東
京
で
行
わ
れ
た
追

悼
式
に
出
席
後
、
会
見
に
臨
ん
だ
。「
日
本
に
と
っ
て（
会

議
は
東
日
本
大
震
災
で
）学
ん
だ
教
訓
、
知
見
を
世
界
各

国
と
共
有
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
」と
述
べ
た
。

　

神
戸
市
で
第
２
回
会
議
が
開
か
れ
た
の
は
２
０
０
５

年
。「
こ
の
10
年
は
大
災
害
が
起
き
、
中
小
規
模
の
災
害

も
多
発
し
た
。（
防
災
は
）多
大
な
進
歩
を
遂
げ
た
が
、
災

害
の
損
失
は
あ
ま
り
に
大
き
い
」と
説
明
し
、
新
指
針
に

つ
い
て
は
、「
初
め
て
復
興
の
役
割
が
強
調
さ
れ
、
全
地

球
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
」な
ど

と
明
ら
か
に
し
た
。

　

一
方
で
、
15
年
は
開
発
と
気
候
変
動
に
関
す
る
重
要
な

国
際
会
議
が
行
わ
れ
る
。
南
北
対
立
に
つ
い
て
の
質
問
が

多
く
、「
貧
困
国
と
そ
う
で
は
な
い
国
に
緊
張
が
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。（
防
災
世
界
会
議
で
は
）実
現
可

能
な
中
間
値
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
」と
双

方
の
歩
み
寄
り
に
期
待
を
寄
せ
た
。

読
売
新
聞
国
際
部　

松
本　

健
太
朗

　
「
治
安
改
善
が
進
み
、
劇
的
に
平
和
に
な
っ
た
。
今
や

地
域
有
数
の
投
資
適
国
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
最
も
成

長
が
速
い
国
だ
」。
初
の
２
国
間
防
衛
相
会
談
な
ど
の
た

め
来
日
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ピ
ン
ソ
ン
国
防
相
は
ス
ピ
ー

チ
の
冒
頭
で
、
ま
ず
投
資
呼
び
込
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
始
ま
っ
た
左
翼
ゲ

リ
ラ「
コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍（
Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｃ
）」と
の
和
平
交
渉
は
進
展
し

て
お
り
、
か
つ
て
大
都
市
の
繁
華
街

で
も
横
行
し
た
テ
ロ
は
、
す
で
に
鎮

静
化
し
、
地
方
で
散
発
的
に
起
き
る
だ
け
だ
。
首
都
ボ
ゴ

タ
や
、
か
つ
て
麻
薬
組
織
が
牛
耳
っ
た
第
２
の
都
市
メ
デ

ジ
ン
な
ど
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
が
続
い
て
い
る
。
ピ
ン
ソ
ン
氏
は「
和
平
実
現
は
可
能

だ
。
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
は
、
も
う
時
間
が
残
さ
れ
て
い
な
い
」

と
強
調
、
早
期
の
和
平
合
意
に
自
信
を
示
す
。

　

和
平
交
渉
の
進
展
や
掃
討
作
戦
の
強
化
に
よ
っ
て
、
約

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
く
内
戦
状
態
が
終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
。
地
雷
撤
去
や
貧
富
格
差
の

解
消
な
ど
課
題
は
残
る
。
だ
が
、
ピ
ン
ソ
ン
氏
は「
テ
ロ

対
策
や
国
境
を
越
え
た
犯
罪
組
織
に
対
応
し
て
き
た
経
験

を
日
本
に
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
訴
え
、
政
府
が

一
丸
と
な
っ
て
国
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
良
く
し

た
い
と
い
う
意
気
込
み
を
強
く
感
じ
た
会
見
だ
っ
た
。

共
同
通
信
外
信
部　

遠
藤　

幹
宜

マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム　

国
連
事
務
総
長
特
別
代
表（
防
災
担
当
）

教
訓
を
生
か
し

「
全
地
球
」
に
向
け
た
防
災
指
針
を

３
・
11（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
森
岡

幹
予
／
出
席
：
38
人
／
動
画

フ
ア
ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
ピ
ン
ソ
ン　
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
防
相

国
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
に
強
い
意
気
込
み

３
・
13（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／
通
訳
：
横
田

佐
知
子
／
出
席
：
27
人
／
動
画

　

ラ
グ
ビ
ー
界
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
選
手
と
し
て
早
稲

田
大
学
、
サ
ン
ト
リ
ー
で
日
本
一
に
輝
き
、
監
督
で
は
母

校
を
大
学
日
本
一
、
サ
ン
ト
リ
ー
を
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
頂

点
に
導
い
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
２
０
１
１
年
、
経
営
再
建
中
で

活
動
規
模
を
縮
小
し
た
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ジ
ュ
ビ
ロ
の
監
督

に
就
任
し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
か
ら
降
格
の
危
機
に
あ
っ
た

チ
ー
ム
を
４
シ
ー
ズ
ン
か
け
て
日
本
選
手
権
制
覇
ま
で
育

て
上
げ
た
。「
雑
草
軍
団
」の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
上

げ
た
結
果
の
優
勝
に
喜
び
が
宿
っ
て
い
る
。

　

日
本
一
の
背
景
に「
自
分
た
ち
の

ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
る
」姿
勢
が
あ

る
。
端
的
に
言
え
ば
、
ヤ
マ
ハ
独
自

の
チ
ー
ム
作
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
フ

ラ
ン
ス
流
を
取
り
入
れ
た
ス
ク
ラ
ム

に
集
約
さ
れ
る
。
大
型
化
や
最
強
国
の
流
れ
を
追
う
の
で

は
な
く
、
大
型
選
手
ば
か
り
で
は
な
い
の
に
強
い
フ
ラ
ン

ス
に
、
目
指
す
方
向
を
見
い
だ
し
た
。
選
手
、
コ
ー
チ
を

派
遣
し
て
得
た
栄
冠
は
、
ジ
ャ
ン
ル
は
異
な
る
が
、
独
創

性
を
求
め
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
日
本
企
業
の
指
向
と
重

な
り
そ
う
だ
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
今
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）が
あ
り
、

４
年
後
は
日
本
で
開
か
れ
る
。「
19
年
に
は
日
本
人
の
体

格
で
も
戦
え
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

語
り
、
今
年
の
結
果
次
第
で
強
化
方
針
が
変
わ
れ
ば「（
代

表
監
督
に
）名
乗
り
を
上
げ
る
」。
強
烈
な
自
負
心
を
隠
そ

う
と
も
し
な
い
。�

共
同
通
信
編
集
委
員　

小
沢　

剛

清き
よ

宮み
や

　
克か

つ

幸ゆ
き　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督

独
自
性
発
揮
し
て
日
本
一

３
・
17（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
伊
藤
芳
明
理
事
長
／
出
席
：
72
人
／
動
画
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途
上
国
の
開
発
支
援
が
任
務
の
は

ず
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
に
昨
年
、「
危
機
対

応
局
」が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
初
代

局
長
に
就
任
し
た
の
が
中
満
さ
ん
。

失
礼
な
が
ら
、
官
僚
機
構
に
あ
り
が

ち
な
予
算
や
人
員
を
増
や
す
た
め
の
新
設
か
と
思
っ
た

が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
台
風
被
害
直
後
に「
が
れ
き
処
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、
現
地
の
人
た
ち
の
雇
用

創
出
に
つ
な
げ
た
と
い
う
。
紛
争
や
災
害
で
は
、
地
方
行

政
機
関
の
素
早
い
復
旧
が
そ
の
後
の
復
興
に
い
か
に
重
要

か
と
い
う
の
も
確
か
に
そ
の
通
り
。
体
験
を
踏
ま
え
た
分

か
り
や
す
い
説
明
に
、
人
道
支
援
だ
け
で
な
く
開
発
支
援

で
も
初
動
が
大
事
な
の
だ
と
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

　

国
際
機
関
で
日
本
人
は
語
学
力
や
押
し
の
弱
さ
か
ら
ハ

ン
デ
ィ
が
あ
る
と
い
う
思
い
込
み
は
正
し
く
な
い
と
い
う

指
摘
も
興
味
深
か
っ
た
。「
日
本
人
は
自
己
主
張
が
弱
い

か
ら
損
と
い
う
の
は
ウ
ソ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

は
必
要
だ
が
、
自
分
の
視
点
を
押
し
つ
け
な
い
日
本
人
の

性
格
は
む
し
ろ
プ
ラ
ス
」と
言
う
。

　

女
性
に
と
っ
て（
男
性
に
と
っ
て
も
）国
際
機
関
は「
家

庭
か
キ
ャ
リ
ア
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
な
い
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
職
場
」と
も
。
今
後
も
一
層

の
活
躍
で
、
世
界
を
目
指
す
日
本
の
若
者
た
ち
を
勇
気
づ

け
て
ほ
し
い
。

毎
日
新
聞
論
説
委
員　

大
木　

俊
治

　

人
道
主
義
の
博
愛
の
精
神
に
基
づ
く「
国
境
な
き
医
師

団
」の
活
動
は
、
国
家
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
緊
急

医
療
を
旨
と
す
る
。
人
や
物
が
国
境
を
越
え
て
自
由
に
行

き
交
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
こ
そ
初
め
て
あ
り
得

た
活
動
だ
ろ
う
。
今
や
世
界
中
の
紛
争
地
帯
、
貧
困
地
帯

で「
国
境
な
き
医
師
団
」の
姿
が
あ
る
。
小
児
科
医
で
あ

り
２
０
１
３
年
の
就
任
以
来
重
責
を
こ
な
す
、
リ
ュ
ー
会

長
の
会
見
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
語
り
口
は

若
さ
の
な
か
に
も
精
悍
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

昨
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で
危
機
的
に

流
行
し
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
で
は「
国

境
な
き
医
師
団
」の
活
躍
が
頻
繁
に

伝
え
ら
れ
た
が
、今
回
の
会
見
で
は
、

そ
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
じ
め
、
内
戦

の
シ
リ
ア
、
さ
ら
に
は
紛
争
地
域
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
広
範
に
わ
た
る
医
療
救
援
活
動
が
現

在
進
行
形
で
語
ら
れ
た
。

　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
流
行
は
ま
だ
終
息
し
て
い
な
い
と

し
、
あ
く
ま
で
患
者
ゼ
ロ
、
新
規
感
染
ゼ
ロ
を
目
指
す
と

す
る
。
シ
リ
ア
で
の
医
療
活
動
は「
イ
ス
ラ
ム
国
」の
問

題
も
あ
り
、
数
カ
所
を
除
い
て
直
接
の
医
療
援
助
が
で
き

て
い
な
い
現
状
に
も
触
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
問

わ
れ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
し
、
声
を
上

げ
て
活
動
し
て
い
く
姿
勢
を
語
っ
た
の
が
印
象
に
残
る
。

東
京
新
聞
事
業
局
長　

鷲
見　

卓

中な
か

満み
つ

　
泉い

ず
み　

国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）危
機
対
応
局
長

日
本
人
の
性
格
は
国
際
機
関
向
き
？

３
・
18（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員
／
出
席
：
58
人
／
動

画

ジ
ョ
ア
ン
ヌ
・
リ
ュ
ー　

国
境
な
き
医
師
団
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長

た
ゆ
む
こ
と
な
き
弱
者
医
療
救
援
の
道

３
・
20（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
宮
田
一
雄
委
員
／
通
訳
：
大
野
理
恵

／
出
席
：
40
人
／
動
画

　

核
兵
器
と
戦
争
の
廃
絶
を
目
指

し
て
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
が
話

し
合
う「
第
61
回
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ

ュ
会
議
世
界
大
会
」が
、
11
月
に

長
崎
市
で
開
か
れ
る
。
組
織
委
員

会
の
３
人
が
会
見
し
た
。

　

会
議
の
歴
史
は
古
い
。
東
西
冷

戦
の
ま
っ
た
だ
中
、
米
ソ
の
核
実

験
が
続
い
た
１
９
５
７
年
、
カ
ナ

鈴す
ず

木き

　
達た

つ

治じ

郎ろ
う　

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大
会
組
織
委
員
長

小こ

沼ぬ
ま

　
通み

ち

二じ　

神
奈
川
歯
科
大
学
理
事

大お
お

西に
し

　
仁ひ

と
し　

東
北
大
学
名
誉
教
授

被
爆
70
年
の
長
崎
で
科
学
者
は
何
を
語
る

３
・
23（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
服
部
尚
委
員
／
出
席
：
37
人
／
動
画

（
写
真
右
か
ら
）

ダ
の
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
村
に
科
学
者
が
集
ま
っ
た
。以
来
、

先
端
技
術
が
も
た
ら
す
危
険
や
、
科
学
者
の
責
任
な
ど
を

議
論
。
国
連
や
政
府
に
働
き
か
け
て
き
た
。
95
年
に
は
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
も
受
賞
し
た
。

　

だ
が
、
核
廃
絶
の
道
は
依
然
険
し
い
。
３
月
に
は
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、ク
リ
ミ
ア
編
入
を
め
ぐ
っ
て
、

「
核
戦
力
を
戦
闘
態
勢
に
お
く
準
備
が
あ
っ
た
」と
発
言
、

波
紋
を
広
げ
た
。会
議
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
人
も
多
い
。

　

被
爆
70
年
の
節
目
。
被
爆
地
・
長
崎
で
、
２
０
０
人
の

科
学
者
た
ち
は
何
を
語
る
の
だ
ろ
う
。
組
織
委
員
長
の
鈴

木
さ
ん
は「
原
爆
の
写
真
と
い
う
と
、
空
か
ら
き
の
こ
雲

を
見
て
い
る
も
の
が
多
い
。
き
の
こ
雲
の
下
で
考
え
る
こ

と
が
大
事
」。
そ
の
視
点
は
、
原
発
事
故
な
ど
で
失
わ
れ

た
科
学
者
の
信
頼
を
取
り
戻
す
一
歩
で
も
あ
ろ
う
。

読
売
新
聞
編
集
委
員　

知
野　

恵
子
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会
見
前
の
10
日
余
り
、
中
国
が
主

導
す
る
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行

（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）へ
の
参
加
を
英
仏
な
ど

が
表
明
し
、
ど
う
す
る
日
本
、
ど
う

な
る
Ａ
Ｄ
Ｂ
、
と
話
題
を
呼
ん
だ
。

質
疑
も
そ
こ
に
集
中
し
た
。

　

中
尾
総
裁
は「
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
と
の
敵
対
は
選
択
肢
に
な

い
。
中
国
側
も
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
は
補
完
関
係
を
求
め
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。
今
後
も
膨
ら
む
ア
ジ
ア
の
資
金
需
要
を
、

そ
も
そ
も
Ａ
Ｄ
Ｂ
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た

し
ば
ら
く
は
Ａ
Ｄ
Ｂ
に
比
べ
規
模
が
小
さ
い
と
み
ら
れ
る

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
が
Ａ
Ｄ
Ｂ
に
取
っ
て
代
わ
れ
る
も
の
で
も
な

い
。
そ
ん
な
現
実
を
考
え
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
で
は
二

項
対
立
が
強
調
さ
れ
る
が
、「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」と

中
尾
総
裁
は
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

　

た
だ
一
方
で「
謙
虚
に
相
手
国
の
立
場
を
聞
き
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
支
援
し
て
き
た
こ
と
が
Ａ
Ｄ
Ｂ
へ
の
信
頼
を

生
ん
で
い
る
」と
中
尾
総
裁
は
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
歴
史
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
組
織
が
信
頼
さ
れ
る
必
要
性
を
付
言
し
た
。

　

支
援
す
る
側
が
自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
た
め
に
資

金
提
供
す
る
と
い
う
よ
う
な
国
益
を
ち
ら
つ
か
せ
て
は
関

係
国
の
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
自
明
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ

Ｉ
Ｂ
は
中
国
の
国
益
を
振
り
か
ざ
し
て
は
い
か
ん
よ
、
と

い
う
中
尾
総
裁
の
助
言
だ
と
受
け
止
め
た
。

企
画
委
員　

朝
日
新
聞
編
集
委
員　

安
井　

孝
之

　

西
ド
イ
ツ
初
代
首
相
を
描
い
た
近
著『
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
』（
中
公
新
書
）を
紹
介
し
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
成
立
に
つ

い
て
解
説
、
日
本
の
戦
後
70
年
を
考
え
る
う
え
で
も
、
時

宜
に
か
な
っ
た
会
見
と
な
っ
た
。

　

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
（
１
８
７
６
〜
１

９
６
７
、
首
相
在
任
は
49
〜
63
）が

目
指
し
た
政
策
理
念
と
し
て
▽
欧
州

連
合（
Ｅ
Ｕ
）に
つ
な
が
る
西
側
結

合
▽
自
由
主
義
体
制
の
定
着
▽
戦
後

補
償
―
を
挙
げ
る
。
著
者
が
日
本
人
の
視
点
と
し
て
独
自

性
を
強
調
し
た
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
へ

の
補
償
を
取
り
上
げ
た
点
だ
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ナ
チ
ス
時
代
の
罪
や
過
去
を
突
き
付

け
る
ナ
イ
ー
ブ
な
存
在
だ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
が
主
権
を
回

復
し
、
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
た
め
に
は「
ナ
チ
ス
の
過

去
」を
清
算
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
と
っ
て「
反
ド
イ
ツ
」は
国
是
。
西
独
、
イ
ス
ラ
エ
ル

両
国
内
か
ら
批
判
が
出
る
中
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
ド
イ
ツ

人
の
責
任
を
認
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
補
償
に
踏
み
出
そ
う

と
し
た
点
は
評
価
さ
れ
て
も
い
い
、
と
主
張
す
る
。

　
「
ド
イ
ツ
の
政
治
家
は
過
去
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た

言
動
が
許
さ
れ
な
い
か
、
と
い
う
コ
ー
ド（
規
定
）を
強

固
に
持
っ
て
い
る
。国
際
社
会
を
非
常
に
意
識
し
て
い
る
。

学
ん
で
も
い
い
の
で
は
」と
提
言
し
た
。

東
京
新
聞
論
説
委
員　

熊
倉　

逸
男

●
賛
助
会
員
の
会（
３
・
23　

出
席
30
人
）

川
戸
惠
子　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
・
シ
ニ
ア
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
「
政
治
家
に
と
っ
て
、
選
挙
に
勝

つ
こ
と
が
な
に
よ
り
重
要
」。
長
く

選
挙
番
組
を
取
材
・
担
当
し
て
き
た

経
験
を
も
と
に
、「
選
挙
」を
切
り

口
に
し
て
日
本
政
治
の
今
昔
を
解
説

し
た
。
佐
藤
内
閣
の「
黒
い
霧
解
散
」

や
中
曽
根
内
閣
の「
死
ん
だ
ふ
り
解

散
」、
小
泉
内
閣
の「
郵
政
解
散
」、

第
１
次
安
倍
内
閣
で
の
参
院
選
な
ど
を
例
に
、
タ
イ
ミ
ン

グ
や
世
論
の
動
向
な
ど
が
選
挙
結
果
を
左
右
し
、
そ
の
後

の
政
権
基
盤
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。
昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
に
つ
い
て
も
、
取
材
に
基
づ

く
ウ
ラ
話
を
披
露
し
て
く
れ
た
。�

（
河
野
聡
）

●
ラ
ウ
ン
ジ
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
珈
琲
の
香
り

　

3
月
13
日（
金
）に
会
見
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ピ
ン
ソ

ン
国
防
相
か
ら
同
国
産
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
お
土
産
と
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
エ
メ
ラ
ル
ド
マ
ウ
ン
テ
ン
」と
い

う
高
級
豆
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
産
出
が
有
名
な
エ
メ
ラ
ル
ド

と
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
フ
ァ
ン
が
多
い
の
か
、日
本
が
一
番
の
輸
入
国
と
か
。

　

週
明
け
16
日（
月
）の
午
後
、
ラ
ウ
ン
ジ
に
い
ら
し
た
会

員
な
ど
約
30
人
に
、
そ
の
風
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。〝
違
い
が
分
か
る
男
〟よ
ろ
し
く
塚
田
博
康
会
員（
元

東
京
新
聞
）は「
香
り
が
ふ
く

よ
か
で
、
奥
に
や
さ
し
い
酸

味
も
あ
り
ま
す
ね
。
コ
ク
が

あ
っ
て
お
い
し
い
」と
ご
満

悦
の
様
子
で
し
た（
写
真
）。

中な
か

尾お

　
武た

け

彦ひ
こ　

ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）総
裁

対
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
「
敵
対
で
は
な
く
補
完
」

３
・
25（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
安
井
孝
之
委
員
／
出
席
：
96
人
／
動
画

板い
た

橋ば
し

　
拓た

く

己み　

成
蹊
大
学
准
教
授

現
代
ド
イ
ツ
を
創
っ
た

政
治
家
を
通
し
て
日
本
を
見
る

３
・
27（
金
）著
者
と
語
る『
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー　

現
代
ド
イ
ツ
を
創
っ
た
政

治
家
』／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
41
人
／
動
画
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池
いけ

村
むら

　聡
さとし

　森・濱田松本法律事務所弁護士

渡
わた

邉
なべ

　英
ひで

徳
のり

　首都大学東京准教授

ゼミ
記者

ゼミ
記者

31

32

著
作
物
の
報
道
利
用

立
場
を
変
え
た

視
点
も
必
要

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

信
頼
関
係
築
き

報
道
に
厚
み
を

ネット時代のマスメディア編⑭⑮　記者ゼ ミ

　「
顔
写
真
に
も
カ
メ
ラ
マ
ン

の
著
作
権
が
あ
る
」と
池
村
さ

ん
は
指
摘
し
た
。
多
く
の
記
者

に
と
っ
て
は
、
驚
愕
の
指
摘
だ

と
思
う
。

　
事
件
報
道
な
ど
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）や
卒
業

ア
ル
バ
ム
か
ら
、
関
係
者
の
顔

　「
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

と〝
カ
タ
カ
ナ
語
〟で
書
く
と
、

新
し
い
取
り
組
み
の
よ
う
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
土
台
を
支
え
て
い
る
の
は

「
デ
ー
タ
と
い
え
ど
も
、
人
と

人
の
信
頼
関
係
が
重
要
」と
渡

邉
氏
は
説
く
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
は
な
い
一
研
究
者
が「
取

写
真
を
転
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
誰
が
撮

っ
て
も
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
顔
写
真
に
は
、

著
作
権
は
な
く
、
許
諾
不
要
と
考
え
ら
れ

て
い
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
池
村
さ
ん
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
著
作

権
法
の
解
説
の
中
で
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の

写
真
も
カ
メ
ラ
マ
ン
が
笑
わ
せ
た
り
し
て

工
夫
し
て
撮
影
し
て
お
り
、
著
作
物
だ
と

主
張
し
た
。
同
法
第
41
条
は
、「
事
件
を

構
成
」す
る
著
作
物
を
報
道
利
用
で
き
る

と
し
て
い
る
が
、
構
成
す
る
の
は
、
写
っ

て
い
る「
事
件
の
関
係
者
」で
あ
る
。
卒

業
ア
ル
バ
ム
は
顔
写
真
が
載
っ
て
い
る
だ

け
で
、
事
件
は
構
成
し
な
い
と
言
う
。
つ

ま
り
、
利
用
に
は
カ
メ
ラ
マ
ン
の
許
諾
が

必
要
と
し
た
。

材
の
基
本
」と
同
じ
こ
と
を
訴
え
た
点

は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

　
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
セ
ン
タ
ー

主
催「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
」で
、
渡
邉
氏
の「
台

風
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」は
、

既
存
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
出
品
作
を
抑
え
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
グ
ー
グ
ル
ア
ー

ス
の
衛
星
写
真
と
、
携
帯
電
話
の
有
料
気

象
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
投
稿
し
た「
位
置

情
報
付
き
台
風
リ
ポ
ー
ト
」を
重
ね
合
わ

せ
て
表
示
さ
せ
、
各
地
で「
今
、
何
が
起

き
て
い
る
か
」を
わ
か
り
や
す
く
画
面
上

で
表
現
し
た
。

　
同
作
で
重
要
な
の
は
投
稿
さ
れ
る
デ
ー

タ
の
質
。「
台
風
」の
場
合
は
、
防
災
意

　
さ
ら
に
池
村
さ
ん

は
、
他
社
の
ス
ク
ー
プ

写
真
を
無
断
利
用
す
る

社
は
な
い
だ
ろ
う
と
問

い
か
け
た
。
そ
し
て

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
素
人
の
写

識
が
高
く
、
信
頼
で
き

る
会
員
発
の
情
報
を
得

ら
れ
た
こ
と
が
鍵
と
な

っ
た
。
衛
星
写
真
と
い

う「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」

型
デ
ー
タ
と
会
員
リ
ポ

真
な
ら
無
断
利
用
で
き
て
、
同
業
他
社
の

プ
ロ
の
も
の
は
で
き
な
い
の
は
、
一
貫
性

が
な
い
」と
指
摘
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
取
材
現
場
の
実
情
と

合
わ
な
い
な
ど
の
意
見
が
次
々
と
出
た
。

　
池
村
さ
ん
の
話
は
、
専
門
家
の
間
で
も

議
論
が
あ
る
話
題
を
取
り
上
げ
た
も
の

で
、
著
作
権
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
報
道
機
関
は
、
記
事
で
写
真
を
使
っ
た

り
、
歌
詞
を
引
用
し
た
り
、
著
作
物
の
利

用
者
で
あ
る
。
一
方
、
自
社
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
著
作
権
を
守
る
権
利
者
で
も
あ
る
。

ど
ち
ら
の
視
点
か
ら
見
る
か
で
、
著
作
権

の
意
味
合
い
は
変
わ
る
。
そ
の
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
報
道
利
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
も
の
を

適
切
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
何
も
た
め

ら
う
こ
と
は
な
い
が
、
常
に「
逆
の
立
場

な
ら
ど
う
思
う
か
」と
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
。

読
売
新
聞
社
長
室
知
的
財
産
部�

神
宮
　
聖

ー
ト
の「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」情
報
が
補
完

し
合
い
、Ｐ
Ｃ
画
面
上
で
視
覚
化
で
き
た
。

同
様
の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
爆
者
の
体

験
談
を
地
元
高
校
生
が
ま
と
め
、
そ
の
デ

ー
タ
を
当
時
の
地
図
と
重
ね
た「
ヒ
ロ
シ

マ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」な
ど
が
あ
る
。

　
一
般
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
は
、
裏
付

け
が
必
要
だ
。
そ
の
う
え
で
、
信
頼
関
係

を
築
き
、
良
質
な
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る
な

ら「
込
み
入
っ
た
事
実
を
端
的
に
伝
え
、

詳
し
い
情
報
へ
の
入
り
口
と
な
る
」と
渡

邉
氏
は
指
摘
し
た
。取
材
の
一
助
と
な
り
、

報
道
に
も
厚
み
が
出
せ
る
だ
ろ
う
。

　
約
１
年
間
の
記
者
ゼ
ミ「
ネ
ッ
ト
時
代

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」に
出
席
し
、デ
ジ
タ
ル

の
世
界
は「
型
が
な
い
」と
再
認
識
し
た
。

わ
れ
わ
れ
に
は
取
材
と
い
う
強
固
な
地
盤

が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
ア
イ
デ
ア
勝
負
を

演
じ
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
刺
激

に
満
ち
た
舞
台
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

報
知
新
聞
社
長
直
属
メ
デ
ィ
ア
統
括
室

田
中
　
孝
憲

３
・
３（
火
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
報

道
と
著
作
権
問
題
」／
司
会
：
津
山
昭
英
特
別

企
画
委
員
／
出
席
：
25
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴
４
人

３
・
10（
火
）「
デ
ー
タ
を
紡
い
で
社
会
に
つ
な

ぐ
」／
司
会
：
津
山
昭
英
特
別
企
画
委
員
／
出

席
：
16
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴
７
人
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宍
しし

戸
ど

　常
じょうじ

寿　東京大学大学院教授

ゼミ
記者
33

表
現
の
自
由

主
た
る
担
い
手
と
し
て
の

覚
悟

　
自
分
の
記
事
が
、
紙
だ
け
で

な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載

る
。
ネ
ッ
ト
事
業
者
の
サ
イ
ト

に
使
わ
れ
た
り
、
個
人
の
サ
イ

ト
に
引
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
情
報
伝
達
が
様
変
わ
り
し
た

時
代
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
を
ど
う
捉
え
直
す
か
。
新
進

気
鋭
の
憲
法
学
者
と
一
緒
に
考
え
る
、
得

難
い
時
間
と
な
っ
た
。

　
宍
戸
氏
が
提
示
し
た
の
は
、「
自
分
た

ち
は
こ
う
考
え
、
取
材
・
報
道
し
て
い
く
」

と
い
う
姿
勢
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
、

主
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
像
だ
っ
た
。

　
情
報
の
送
り
手
に
な
る
道
が
誰
に
も
開

か
れ
た
今
、
個
人
サ
イ
ト
で
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
経
過
が
暴
露
さ
れ
た
り
、
事
件

な
ど
の
初
期
情
報
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。

　
社
会
の
信
頼
を
得
て
い
く
に
は
、
例
え

ば
速
報
性
と
情
報
の
確
か
さ
は
一
方
を
得

れ
ば
も
う
一
方
が
失
わ
れ
る
関
係
に
あ
る

こ
と
も
含
め
た
、
報
道
の
あ
り
よ
う
と
意

義
に
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

だ
と
い
う
。
報
道

の「
無む

謬び
ゅ
う

性
」
に

と
ら
わ
れ
が
ち
な

記
者
の
目
を
開
く

も
の
で
は
な
い

か
。

　
特
に
関
心
が
集
ま
っ
た
の
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」に

つ
い
て
だ
。
検
索
サ
イ
ト
に
自
分
の
名
前

を
入
力
す
る
と
犯
罪
と
の
関
連
を
示
す
結

果
が
出
る
と
い
う
男
性
の
訴
え
を
受
け
、

東
京
地
裁
は
昨
年
、
検
索
結
果
の
一
部
削

除
を
サ
イ
ト
運
営
会
社
に
命
じ
た
。

　
犯
罪
の
報
道
は
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
に
残

れ
ば
い
つ
か
前
科
の
報
道
に
な
る
。「
例

え
ば
痴
漢
な
ど
の
微
罪
に
実
名
報
道
は
必

要
か
、
考
え
る
べ
き
」と
い
う
宍
戸
氏
の

問
い
か
け
は
、
事
件
報
道
の
ル
ー
ル
を
根

底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
、
重
い
も
の
だ
。

　
検
索
サ
イ
ト
側
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
に

な
り
そ
う
な
情
報
は
あ
ら
か
じ
め
広
め
に

排
除
す
る
方
が
リ
ス
ク
管
理
の
効
率
は
い

い
は
ず
。
伝
え
る
意
義
、
知
る
権
利
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
を
い
か
に
調
整
す
る

か
、
ネ
ッ
ト
事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
と
も

に
考
え
て
い
く
べ
き
と
い
う
問
題
提
起
と

受
け
止
め
た
。

朝
日
新
聞
論
説
委
員
　
井
田
　
香
奈
子

３
・
24（
火
）「
ネ
ッ
ト
・
法
・
倫
理
」／
司
会
：

津
山
昭
英
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
30
人
＋
ネ

ッ
ト
視
聴
４
人

記 者ゼミ　ネット時代のマスメディア編⑯

目
指
す
べ
き
港
を
求
め
て「
海
図
の
な

い
航
海
」に
出
よ
う
、
と
第
２
期
の
記
者

ゼ
ミ
は
出
航
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
、ど
の
よ
う
な
難
所
が
あ
る
か
。

ま
ず
は
、
現
状
の
認
識
か
ら
と
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
現
場

の
人
た
ち
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
。

次
は
、
難
所
を
乗
り
切
る
航
路
を
探

る
こ
と
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
に
と
っ
て
の
ネ

ッ
ト
利
用
の
方
法
、
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
で
何
が
で
き
る
か
、
日
本
の
前
を
走

る
ア
メ
リ
カ
の
状
況
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
可

能
性
な
ど
だ
。
最
後
は
ネ
ッ
ト
が
政
治
に

ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
、
著
作
権
な
ど
の

法
的
問
題
、
法
と
倫
理
か
ら
み
た
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
立
ち
位
置
と
課
題
で
あ
る
。

こ
う
並
べ
て
み
る
と
、
航
海
は
順
調

で
目
指
す
べ
き
港
が
見
え
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
分
か
っ
た
の
は
難
所
の
場
所
と
多

様
さ
ば
か
り
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
情
報

に
目
を
凝
ら
し
、
取
材
現
場
で
は
映
像
も

撮
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
し
、
デ
ジ
タ

ル
編
集
も
で
き
る
―
そ
ん
な
記
者
像
を
語

っ
た
の
は
、
古
田
大
輔
さ
ん（
朝
日
新
聞

デ
ジ
タ
ル
編
集
部
）だ
っ
た
。
最
大
の
難

所
は
、
デ
ジ
タ
ル
発
信
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
で

あ
る
。
茂
木
崇
さ
ん（
東
京
工
芸
大
学
専

任
講
師
）は
、
将
来
は
演
劇
の
世
界
の
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
う
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
が
、
生
活
費
を
他
の
仕
事
で

稼
い
で
で
も
、
と
い
う
人
た
ち
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
、
と
い
う
意
味
だ
。
ネ
ッ
ト

で
過
激
な
言
説
を
発
信
す
る
、
い
わ
ゆ
る

ネ
ト
ウ
ヨ
は
１
５
０
０
人
か
ら
１
７
０
０

人
ぐ
ら
い
だ
が
、
政
治
の
土
台
と
な
る
社

会
の
空
気
を
つ
く
る
と
警
告
し
た
の
は
、

五
野
井
郁
夫
さ
ん（
高
千
穂
大
学
准
教
授
）

で
あ
る
。
弁
護
士
の
池
村
聡
さ
ん
と
首
都

大
学
東
京
准
教
授
の
渡
邉
英
徳
さ
ん
、
最

終
回
の
宍
戸
常
寿
さ
ん
の
講
義
内
容
は
、

別
掲
の
報
告
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。

「
環
境
に
う
ま
く
適
応
し
過
ぎ
て
滅
ん

だ
恐
竜
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」（
宍

戸
さ
ん
）、
港
と
確
か
な
航
路
を
求
め
て
、

航
海
は
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

会
場
に
ま
で
足
を
運
べ
な
い
ゼ
ミ
生

向
け
に
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
で
同
時
配
信
を

行
っ
た
こ
と
を
特
記
し
、
最
後
に
、
ゼ
ミ

の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

＊
19
ペ
ー
ジ
に
第
２
期
講
師
リ
ス
ト
を
掲
載

第
２
期
記
者
ゼ
ミ
を
終
え
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
海
で

確
か
な
航
路
求
め
て

津
山

　昭
英
（
特
別
企
画
委
員
）
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川
崎
中
１
殺
害
事
件�

北
川
　
文（
神
奈
川
新
聞
社
）

少
年
犯
罪
取
材
の
難
し
さ

　
　
使
命
感
と
後
悔
の
は
ざ
ま
で

遺体が発見された多摩川の河川敷に花を供えようと訪れた
人を多くの記者やカメラマンが取り囲んだ（神奈川新聞社提供）

　「
身
長
１
５
６
㌢
、
肌
つ
や
も
い
い
。

少
年
の
可
能
性
は
高
い
」

　
捜
査
関
係
者
か
ら
得
た
情
報
を
伝
え
た

同
僚
記
者
は
、
私
に「
社
会
的
影
響
が
か

な
り
大
き
な
事
件
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
心
づ
も
り
を
」と
助
言
し
た
。

　
社
会
的
影
響
―
。そ
の
言
葉
の
意
味
を
、

当
時
は
正
し
く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。

　
川
崎
市
立
中
学
１
年
の
男
子
生
徒
が
殺

害
さ
れ
た
事
件
。
２
月
20
日
に
遺
体
が
発

見
さ
れ
、翌
日
に
身
元
が
判
明
し
て
以
降
、

メ
デ
ィ
ア
の
取
材
は
も
と
よ
り
、
地
域
全

体
が〝
過
熱
〟し
て
い
っ
た
。

話
聞
こ
う
と
追
う
記
者
に 

「
め
ん
ど
く
せ
ー
な
」

　
各
社
が
多
数
の
取
材
班
を
投
入
し
、
捜

査
本
部
が
置
か
れ
た
川
崎
署
や
被
害
者
の

学
校
周
辺
、
遊
び
場
だ
っ
た
公
園
な
ど
に

記
者
を
配
置
。
捜
査
の
進
展
や
被
害
者
の

人
柄
、
交
友
関
係
、
学
校
で
の
様
子
な
ど

を
探
る
べ
く
、
連
日
深
夜
ま
で
取
材
が
続

い
た
。

　
身
元
判
明
直
後
か
ら
、
男
子
生
徒
が
通

っ
て
い
た
中
学
校
で
は
登
下
校
時
に
教
職

員
と
保
護
者
が
見
守
り
に
立
ち
、
警
察
官

も
周
辺
を
巡
回
す
る
な
ど
物
々
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。
帰
宅
す
る
生
徒
数
人
に

対
し
保
護
者
１
人
が
５
０
０
㍍
ほ
ど
歩
い

て
付
き
添
っ
た
。
先
回
り
し
て
生
徒
だ
け

に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
声
を
掛
け
続
け

た
が
、
そ
の
場
を
見
た
教
員
に
注
意
を
受

け
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
遺
体
が
み
つ
か
っ
た
多
摩
川
河
川
敷
に

は
、
男
子
生
徒
の
友
人
や
親
戚
ら
が
花
を

供
え
に
訪
れ
た
。
手
を
合
わ
せ
て
帰
ろ
う

と
す
る
人
を
20
～
30
人
の
記
者
や
カ
メ
ラ

マ
ン
が
囲
み
、
男
子
生
徒
を
知
る
人
と
分

か
れ
ば
１
～
２
時
間
は
話
を
聞
き
続
け
た
。

　
中
学
生
と
お
ぼ
し
き
あ
る
少
女
は
、
話

を
聞
こ
う
と
追
い
か
け
て
く
る
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に「
お
前
ら
う
ぜ
ぇ
ん
だ
よ
。
め
ん

ど
く
せ
ー
な
」と
吐
き
捨
て
足
早
に
去
っ

て
行
っ
た
。
男
子
生
徒
を
知
る
少
年
は

「（
男
子
生
徒
の
）写
真
を
マ
ス
コ
ミ
に
渡

し
た
ら
小
遣
い
を
く
れ
た
」と
話
し
た
。

　
友
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
、

子
ど
も
た
ち
は
戸
惑
い
、
胸
を
痛
め
て
い

た
。
彼
ら
な
り
に
静
か
に
死
を
悼
み
た
か

っ
た
は
ず
だ
。
根
掘
り
葉
掘
り
話
を
聞
く

た
び
に
少
年
少
女
た
ち
の
心
と
時
間
を
踏

み
に
じ
り
、
ま
た
は
、
つ
け
上
が
ら
せ
て

し
ま
っ
た
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
、
そ
れ
で

も
事
実
を
掘
り
起
こ
さ
な
け
れ
ば
と
い
う

気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
い
た
。

ネ
ッ
ト
情
報
の
拡
散 

メ
デ
ィ
ア
は
批
判
で
き
る
の
か

　
一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
、「
犯
人
」と
し
て
複

数
の
少
年
の
顔
写
真
や
名
前
が
掲
載
さ
れ

た
。
報
道
が
過
熱
す
る
に
つ
れ
、「
拡
散

希
望
」「
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
連
絡
く
だ
さ

い
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
さ
ら

に
拡
散
し
た
。

　
無
関
係
な
人
も「
犯
人
」や「
関
係
者
」

と
し
て
個
人
情
報
が
さ
ら
さ
れ
た
。「
名

誉
棄
損
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
当
た
る

可
能
性
が
高
い
」「
少
年
法
の
趣
旨
に
反
す

る
行
為
」と
指
摘
す
る
弁
護
士
も
い
る
。

　
だ
が
ネ
ッ
ト
に
よ
る
拡
散
行
為
を
、
メ

デ
ィ
ア
側
は
一
方
的
に
批
判
で
き
る
立
場

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
殺
人
の
非
行
内
容

で
家
裁
送
致
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
格
の
18
歳

の
少
年
の
自
宅
近
く
に
は
逮
捕
前
か
ら
、

ネ
ッ
ト
の
情
報
と
捜
査
関
係
者
へ
の
取
材

を
突
き
合
わ
せ
て
自
宅
を
突
き
止
め
、
神

奈
川
新
聞
を
含
む
各
社
が
記
者
を
張
り
付

け
て
騒
然
と
し
た
。

　
近
隣
か
ら
の
苦
情
も
あ
り
、
少
年
の
父

親
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
弁
護
士
に
依

頼
。「
取
材
」の
名
の
下
で
、
ネ
ッ
ト
情

報
に
頼
り
、
少
年
が
容
疑
者
だ
と
近
隣
に

知
ら
し
め
る
こ
と
に
加
担
し
て
し
ま
っ
た

―
。
そ
う
悔
や
ま
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

　
13
歳
の
少
年
が
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
死

に
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。
取
材
に
関
わ
っ
た
記
者
の
原
動
力
は

こ
の
一
点
に
尽
き
る
は
ず
だ
。
今
後
は
司

法
の
場
で
、
少
年
３
人
の
成
育
歴
や
家
庭

環
境
が
調
べ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
心
の
奥
に

何
が
あ
っ
た
の
か
。
学
校
や
家
庭
、
地
域

の
態
勢
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
今
後
も
問

い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
た
が
わ
・
あ
や
▼
２
０
０
８
年
入
社
　
整
理

部
　
神
奈
川
県
警
担
当
　
報
道
部
遊
軍
を
経
て

14
年
か
ら
川
崎
総
局

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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沖
縄
・
与
那
国
　
住
民
投
票�

高
良
　
新
輝（
八
重
山
毎
日
新
聞
社
）

陸
自
配
備
問
題

　
　
過
熱
取
材
に
振
り
回
さ
れ
た
島
民

　「
陸
上
自
衛
隊
の
配
備
問
題
で
島
が
二

分
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
与
那
国
町

で
す
」―
―
与
那
国
島
へ
の「
自
衛
隊
基

地
建
設
」の
民
意
を
問
う
住
民
投
票
の
期

日
前
投
票
が
行
わ
れ
た
前
日
の
２
月
21

日
、
与
那
国
町
役
場
を
バ
ッ
ク
に
テ
レ
ビ

取
材
の
記
者
が
実
況
し
た
。

　
与
那
国
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
は
、
２
０

０
８
年
に
町
議
会
が
人
口
減
少
の
歯
止
め

や
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
自
衛
隊

誘
致
を
決
議
。
当
時
は
地
元
紙
や
県
紙
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
全
国
的
に
は
あ
ま

り
注
目
を
浴
び
て
お
ら
ず
、
防
衛
省
に
も

相
手
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
日
本
周
辺
海
域
で
近
隣
諸
国
の
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
10
年

末
に
防
衛
省
が
新
た
な「
防
衛
計
画
の
大

綱
」と
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
を
決
定

し
、
南
西
諸
島
へ
の
陸
自
部
隊
新
設
が
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
る
と
、
防
衛
省
が
与
那

国
町
と
接
触
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
で
唯
一
の
地
上
戦
と

な
り
、
多
く
の
犠
牲
が
出
た
沖
縄
で
は

「
戦
争
」に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
は
強
く
、

自
衛
隊
や
米
軍
に
関
す
る
問
題
は
と
て
も

デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
だ
が
、
与
那
国
町
が

自
衛
隊
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
た
こ
と

で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
学
生
と
永
住
外
国
人
に
も
投
票
権

　
14
年
９
月
、
町
議
選
で
与
野
党
が
同
数

と
な
り
、
与
党
議
員
が
議
長
に
な
っ
た
こ

と
で
バ
ラ
ン
ス
は
野
党
有
利
に
。
野
党
議

員
が
提
案
し
た
住
民
投
票
条
例
案
が
可
決

さ
れ
、
投
票
権
に
は
中
学
生
以
上
の
未
成

年
と
永
住
外
国
人
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
住
民
投
票
の
実
施
が
実
現
味
を
帯
び
て

く
る
と
、
全
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
雑
誌

社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
当
社
に
も
相
次

ぎ
、
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。配
備
の
賛
否
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

中
学
生
以
上
と
永
住
外
国
人
に
選
挙
権
を

与
え
た
こ
と
も
注
視
さ
れ
た
。

　
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
で
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
や
有
識
者
な
ど
が
町
民
不
在
で
議
論
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
役
場
前
に
立
つ
記
者

が「
国
防
に
関
す
る
住
民
投
票
で
中
学
生

に
選
挙
権
を
与
え
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
」と
実
況
し
、
拍
車
を
か
け
た
。

　
役
場
に
は「
な
ぜ
こ
ん
な
住
民
投
票
を

す
る
ん
だ
」「
国
の
防
衛
を
子
ど
も
に
任
せ

て
い
い
の
か
」と
、
ク
レ
ー
ム
や
問
い
合

わ
せ
の
電
話
が
何
十
件
も
か
か
っ
て
き
て

業
務
に
支
障
を
与
え
て
い
た
。「
町
民
１
人

１
人
の
意
識
の
問
題
な
の
で
、
静
か
に
見

守
っ
て
も
ら
い
た
い
。
マ
ス
コ
ミ
は
過
剰

に
報
道
し
す
ぎ
」と
話
す
職
員
も
い
た
。　

〝
二
分
さ
れ
た
島
〟の
表
現
に
違
和
感

　
住
民
投
票
日
が
近
づ
く
と
、
島
に
は
多

く
の
報
道
陣
が
訪
れ
、
町
内
各
地
や
基
地

建
設
予
定
地
で
カ
メ
ラ
を
構
え
、
実
況
す

る
様
子
や
町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。
な
か
に
は
下
校
中
の
中
学

生
の
集
団
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
逃
げ
ら
れ
、
残
っ
た
１
人
の
生

徒
を
車
に
乗
せ
て
自
宅
ま
で
乗
り
込
ん
だ

取
材
グ
ル
ー
プ
も
お
り
、
中
学
校
の
教
諭

や
警
察
が
駆
け
つ
け
る
騒
ぎ
も
起
き
た
。

　
人
口
約
１
５
０
０
人
の
島
で
は
、
こ
う

い
っ
た
話
は
す
ぐ
に
広
ま
る
。
過
熱
し
、

強
引
な
取
材
に
町
民
は「
と
て
も
物
々
し

い
雰
囲
気
」「
地
縁
・
血
縁
の
関
係
が
あ
る

の
で
何
も
話
し
た
く
な
い
の
に
し
つ
こ

い
」「
勝
手
に
来
て
勝
手
に
騒
い
で
い
る
」

と
あ
き
れ
る
。

　
島
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
自
衛
隊
配
備

の
問
題
は
確
か
に
大
き
な
も
の
だ
が
、
自

衛
隊
の
話
を
し
な
け
れ
ば
、
伝
統
行
事
も

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
一
緒
に
酒
の

席
に
着
く
こ
と
も
あ
る
。「
島
を
二
分
し

た
状
態
」と
い
う
表
現
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
過
剰
に
作
り
上
げ
た
感
も
あ
る
。
住
民

投
票
の
結
果
、
賛
成
６
３
２
票
、
反
対
４

４
５
票
と
賛
成
多
数
と
な
っ
た
が
、
現
在

も
海
開
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
全
体

で
盛
り
上
げ
て
い
る
。
負
の
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
く
、
明
る
い
話
題
を
提
供
す
る
こ
と

で
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

冷
静
な
報
道
心
が
け
た
い

　
今
回
の
住
民
投
票
で
話
題
と
な
っ
た
よ

う
に
、
13
年
に
は
自
衛
隊
配
備
に
伴
う
南

牧
場
の
借
地
で
、
外ほ

か

間ま

守し
ゅ

吉き
ち

町
長
が「
迷

惑
料
10
億
円
」を
要
求
し
た
こ
と
で
も
注

目
を
浴
び
た
。

　
全
国
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
は
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
が
あ

っ
た
が
、
与
那
国
町
を
宣
伝
す
る
効
果
に

な
り
、
配
備
推
進
の
与
党
に
と
っ
て
は
自

衛
隊
配
備
に
向
け
て
全
国
か
ら
支
援
や
官

僚
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
つ
な
げ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
盛
り
上
げ
る
材
料

に
さ
れ
な
い
冷
静
な
報
道
を
心
が
け
た
い
。

た
か
ら
・
し
ん
き
▼
２
０
０
３
年
入
社
　
編
集

局
記
者

八
重
山
毎
日
新
聞
　
１
９
５
０
年
創
刊
。
八
重

山
列
島
を
発
行
エ
リ
ア
と
す
る
朝
刊
紙
。
発
行

部
数
１
６
０
０
０
部
。
社
員
52
人
。
沖
縄
県
石

垣
市
に
本
社
を
置
く
日
本
最
南
端
の
新
聞
社
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート



No.542　2015.4.10　日本記者クラブ会報⃝ 12

黒
田
博
樹
　
カ
ー
プ
復
帰�

木
村
　
雅
俊（
中
国
新
聞
社
）

〝
信
念
の
男
〟と
一
緒
に

　
　
　
広
島
の
熱
い
シ
ー
ズ
ン
開
幕

沖縄キャンプでファンに囲まれる黒田投手（中央）（2月11日／沖縄市陸
上競技場／中国新聞社提供）

　
プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
、
今
年
は
広
島
東

洋
カ
ー
プ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
大
リ
ー

グ
か
ら
の
約
20
億
円
オ
フ
ァ
ー
を
一
蹴

し
、
５
分
の
１
の
年
俸
で
復
帰
し
た
黒
田

博
樹
の
存
在
が
最
大
の
要
因
だ
。「
お
金

が
一
番
で
は
な
い
」と
い
う
生
き
ざ
ま

は
、
野
球
フ
ァ
ン
以
外
も
驚
嘆
さ
せ
る
な

ど
、
10
年
、
20
年
後
と
語
り
継
が
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
意
志
の
強
さ
、
ぶ
れ
な
か
っ

た
信
念
に
あ
ら
た
め
て
感
服
し
て
い
る
。

　
昨
年
オ
フ
は
大
リ
ー
グ
か
ら
松
坂
大
輔

が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
中
島
裕
之
が
オ
リ
ッ

ク
ス
に
入
団
し
、
日
本
へ
復
帰
し
た
。
い

ず
れ
も
複
数
球
団
に
よ
る
争
奪
戦
の
末
に

だ
っ
た
。
一
方
の
黒
田
は
昨
季
終
了
後
に

「
選
択
肢
は
引
退
、
メ
ジ
ャ
ー
残
留
、
日

本
復
帰
。
確
率
は
ど
れ
も
同
じ
」と
発
言

し
、
11
月
上
旬
に
ヤ
ン
キ
ー
ス
を
Ｆ
Ａ
と

な
る
。
移
籍
先
は
日
米
全
球
団
が
可
能
だ

っ
た
が
、
国
内
で
は
広
島
以
外
の
球
団
が

動
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
復
帰
劇

の
呼
び
水
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
数
年
前
、
国
内
の
あ
る
球
団
が
メ
ジ
ャ

ー
で
Ｆ
Ａ
と
な
っ
て
い
た
黒
田
の
獲
得
を

目
指
し
、
接
触
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。

条
件
面
は
当
時
、
年
俸
３
億
円
で
オ
フ
ァ

ー
し
て
い
た
広
島
の
２
倍
と
も
言
わ
れ

た
。
す
る
と
黒
田
は
、
そ
の
気
も
な
い
の

に
会
う
の
は
失
礼
と
し
て
接
触
自
体
を
拒

み
、
交
渉
の
席
に
も
着
か
な
か
っ
た
。

「
再
び
」を
信
じ
て
待
っ
た
フ
ァ
ン

　
こ
う
し
た
出
来
事
か
ら
、
他
球
団
は

「
日
本
に
帰
る
な
ら
カ
ー
プ
」と
捉
え
始

め
、全
く
手
を
挙
げ
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

ば
り
ば
り
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
争
奪

戦
が
広
島
対
メ
ジ
ャ
ー
と
い
う
構
図
に
な

っ
た
の
は
、
黒
田
自
身
が
国
内
他
球
団
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

　「
も
し
日
本
に
帰
る
な
ら
カ
ー
プ
」。
広

島
を
退
団
し
、
大
リ
ー
グ
移
籍
を
決
め
た

２
０
０
８
年
、
黒
田
は
そ
う
言
っ
て
海
を

渡
っ
た
。
以
来
、
毎
年
オ
フ
に
な
る
と
、

家
族
を
米
国
に
置
い
て
単
身
で
広
島
に
戻

り
、
約
１
カ
月
を
過
ご
す
。
広
島
を
拠
点

と
す
る
新
聞
社
と
し
て
、
そ
の
た
び
に
去

就
に
関
連
す
る
記
事
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
し
た
。
彼
の
言
葉
が
生
き
続
け
て
い

る
と
信
じ
、
復
帰
を
待
っ
て
い
る
フ
ァ
ン

が
大
勢
い
た
か
ら
だ
。

　
日
本
人
投
手
で
は
初
の
５
年
連
続
２
桁

勝
利
を
飾
り
、
年
俸
は
広
島
全
選
手
を
合

わ
せ
た
額
よ
り
多
く
な
っ
た
。
手
の
届
か

な
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
か
つ
て
の
エ
ー

ス
に
対
し
、
広
島
の
街
に
は「
も
う
帰
っ

て
こ
な
い
の
で
は
」と
い
う
空
気
が
確
か

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
内
他
球
団
へ
の

復
帰
を
疑
う
よ
う
な
声
は
一
切
な
い
。
彼

の
言
動
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
信
頼
を
寄
せ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｆ
Ａ
で
国
内
移
籍
が
う
わ
さ
さ
れ
た
06

年
、
黒
田
は「
広
島
市
民
球
場
の
カ
ー
プ

フ
ァ
ン
の
前
で
、
カ
ー
プ
を
相
手
に
投
げ

る
姿
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
」と
し
て
広

島
に
残
留
し
た
。
あ
の
時
、「
お
金
で
は

動
か
な
い
男
」と
知
っ
た
フ
ァ
ン
は
、
今

回
の
復
帰
劇
で
再
び
歓
喜
に
震
え
た
。
多

く
の
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
と
言
わ
れ

る
が
、
広
島
フ
ァ
ン
は
同
時
に
感
謝
の
念

を
強
く
抱
い
て
い
る
。

前
代
未
聞
の
決
断 

半
年
後
、
何
を
思
う

　
だ
か
ら
盛
り
上
が
る
。
年
明
け
に
は
８

４
０
０
席
の
年
間
指
定
席
が
完
売
。
黒
田

グ
ッ
ズ
の
発
売
日
と
な
っ
た
２
月
１
日
は

昨
年
の
２
月
分
の
売
り
上
げ
を
、
た
っ
た

１
日
で
上
回
っ
た
と
い
う
。
黒
田
が
投
げ

た
３
月
22
日
の
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
観

衆
は
オ
ー
プ
ン
戦
で
過
去
最
多
と
な
る
３

万
１
２
５
５
人
。
広
島
地
区
の
テ
レ
ビ
中

継
も
高
視
聴
率
を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
が
次
か
ら
次
へ
と

起
き
て
い
る
。

　
予
告
先
発
の
公
式
戦
で
は
各
球
場
で
も

黒
田
を
見
よ
う
と
す
る
フ
ァ
ン
が
駆
け
つ

け
る
だ
ろ
う
。
前
例
の
な
い
決
断
の
結
果

が
出
る
の
は
半
年
後
。
黒
田
は
ど
の
よ
う

に
回
想
す
る
の
か
。
丹
念
に
追
う
シ
ー
ズ

ン
と
な
る
。

き
む
ら
・
ま
さ
と
し
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
整

理
部
　
運
動
部
カ
ー
プ
担
当
な
ど
を
経
て
　
２

０
１
０
年
か
ら
運
動
デ
ス
ク

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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だ
。「
震
災
被
災
地
を
訪
ね
る
こ
と
が
来

日
の
目
的
だ
っ
た
」と
語
っ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
王
子
は
、
津
波
に
襲
わ
れ
た
地
域
に
真

摯
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
家
族
を
失
っ
た

住
民
た
ち
を
慈
し
み
の
表
情
と
言
葉
で
包

み
込
ん
だ
。

　
一
方
、防
災
世
界
会
議
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、石
巻
地
方
か
ら
も
高

校
生
な
ど
若
い
世
代
を
含
め
多
数
の
団
体

が
参
加
し
、
災
害
時
に
命
を
守
る
行
動
や

事
前
対
応
の
重
要
性
を
説
い
た
。
震
災
体

験
者
の
使
命
と
し
て
教
訓
を
伝
え
る
人
々

の
姿
は
、
こ
の
地
に
芽
生
え
て
い
る
レ
ジ

リ
エ
ン
ス（
強
靭
性
）を
感
じ
さ
せ
る
。

　
３
月
か
ら
は「
復
興
の
階
段
」の
タ
イ

ト
ル
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
し
て
い

る
。「
復
興
の
ゴ
ー
ル
を
10
段
目
と
し
て

現
在
何
段
目
か
」と
問
い
か
け
る
と
、
答

え
は
人
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
10
カ

被 災地はいま  東日本大震災から4年1カ月

石
巻
日ひ

日び

新
聞
　
１
９
１
２
年
創
刊
。
６
〜
８

㌻
建
て
夕
刊
紙
を
約
８
千
部
発
行
。
社
員
33

人
。
２
０
１
２
年
11
月
、
新
聞
資
料
館「
石
巻

ニ
ュ
ー
ゼ
」を
開
館
。
震
災
直
後
に
発
行
し
た

壁
新
聞
や
石
巻
の
足
跡
を
見
つ
め
直
す
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

ひ
ら
い
・
み
ち
こ
▼
石
巻
新
聞（
１
９
９
８
年

廃
刊
）の
記
者
を
経
て
　
２
０
０
２
年
石
巻
日

日
新
聞
入
社
　
２
０
１
２
年
報
道
部
長
　
14

年
か
ら
取
締
役
報
道
部
長

被災地通信32石巻　地元紙は今、何を報じる

４年目の春
復興の階段はそれぞれ
平井　美智子（石巻日日新聞社報道部長）

第３回国連防災世界会議のパブリック・フォーラムで、
命の尊さや絆を育む大切さを語る女川中学校の卒
業生（３月14日／仙台市青葉区／石巻日日新聞社提供）

　
石
巻
日
日
新
聞
が
エ
リ
ア
と
す
る
石
巻

地
方（
石
巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町
）

で
は「
あ
の
日
」と
は
２
０
１
１
年
３
月

11
日
を
指
す
。
４
年
が
過
ぎ
た
今
で
も
紙

面
に
震
災
関
連
の
記
事
が
載
ら
な
い
日
は

な
い
が
、
内
容
は
時
間
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
る
。
集
団
移
転
地
が
徐
々
に
出
来
上

が
っ
て
き
た
昨
年
以
降
は
、
住
ま
い
の
再

建
に
関
す
る
記
事
が
多
く
登
場
す
る
。

　
あ
の
日
が
巡
っ
て
く
る
３
月
は
毎
年
、

人
々
の
動
向
が
慌
た
だ
し
く
、
読
者
に
伝

え
た
い
情
報
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今
年

は
特
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
英
王
子
の
石
巻
訪
問

（
３
月
１
日
）や
仙
台
市
が
会
場
と
な
っ
た

国
連
防
災
世
界
会
議（
３
月
14
～
18
日
）

と
い
っ
た
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
い

年
の
復
興
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
か
ら
石
巻
市
、
東
松
島
市
の

市
長
は「
３
段
目
」と
慎
重
だ
が
、
産
業

経
済
界
は
６
段
目
と
強
気
。
特
に
基
幹
産

業
の
水
産
業
界
は
、
新
し
い
魚
市
場
が
夏

に
は
再
開
す
る
こ
と
も
あ
り「
10
段
と
い

わ
ず
、12
段
あ
る
つ
も
り
で
走
っ
て
い
る
」

と
勢
い
を
み
せ
る
。

　「
８
段
目
」と
言
い
切
っ
た
の
は
、
こ

の
春
高
校
を
卒
業
し
た
男
性
。
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
社
会
人

と
し
て
地
域
の
復
興
の
た
め
に
働
く
こ
と

に
大
き
な
意
欲
を
示
す
。
こ
う
し
た
若
い

力
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
読
者
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
首
長
で
唯
一
、「
４
段
目
」と
答
え
た
の

は
女
川
町
長
だ
。
同
町
中
心
部
の
造
成
地

に
新
し
い
駅
が
移
転
し
、
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
が

４
年
ぶ
り
に
全
線
開
通
し
た
の
を
祝
っ
て

３
月
21
日
に「
ま
ち
び
ら
き
」を
行
っ
た

こ
と
は
明
る
い
話
題
だ
っ
た
。
他
の
被
災

地
に
先
駆
け
て
復
興
の
形
が
目
に
見
え
て

き
た
背
景
に
は
、
行
政
と
住
民
、
な
か
ん

ず
く
若
い
世
代
が
主
体
と
な
っ
て
議
論
を

重
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
取
り
組

み
の
ゴ
ー
ル
は
震
災
か
ら
の
復
興
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
先
の
地
域
創
生
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
地
域
内
外
に
伝
え
た
い
。

■
生
活
再
建
が
進
む
陰
で

　
自
治
体
間
、
ま
た
同
じ
自
治
体
の
中
で

も
地
区
間
で
生
じ
つ
つ
あ
る
復
興
の
温
度

差
は
個
人
レ
ベ
ル
に
な
る
と
さ
ら
に
大
き

い
。
今
、
課
題
と
し
て
見
え
始
め
て
い
る

の
が
生
活
再
建
に
踏
み
出
せ
た
人
た
ち

と
、
そ
う
で
な
い
人
た
ち
の
差
だ
。
あ
ま

り
使
い
た
く
な
い
表
現
だ
が
、「
復
興
格

差
」と
い
え
よ
う
。

　
集
団
移
転
地
の
完
成
に
伴
い
災
害
公
営

住
宅
な
ど
に
引
っ
越
す
人
た
ち
が
増
え
て

き
た
が
、
そ
の
一
方
で
仮
設
住
宅
か
ら
出

ら
れ
な
い
で
い
る
人
た
ち
も
多
い
。
大
部

分
は
高
齢
者
世
帯
。
新
し
い
住
ま
い
に
つ

い
て
考
え
る
気
力
、
体
力
、
経
済
力
が
な

く
、
先
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

ず
に
い
る
。
そ
ん
な
中
で
隣
人
た
ち
が

次
々
と
転
居
し
て
い
く
た
め
、
入
居
者
に

は
空
虚
感
、焦
燥
感
が
漂
い
始
め
て
い
る
。

　
震
災
が
原
因
で
取
り
残
さ
れ
る
人
が
い

て
は
い
け
な
い
。
地
域
に
根
を
張
っ
た
新

聞
と
し
て
、
復
興
の
格
差
が
拡
大
し
な
い

よ
う
読
者
に
情
報
を
提
供
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
、
４
年
目
の
春
に
強
く
思
っ

て
い
る
。
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「
面
白
い
も
の
を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
」
と

 
　
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
言
っ
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書いた話　書かなかった 話

　
１
９
９
６
年
12
月
18
日
、
私
は
、
い
つ

も
の
よ
う
に
朝
９
時
半
の
徹て

っ

宵し
ょ
う

勤
務
者
と

日
勤
と
の
引
き
継
ぎ
会
議
に
出
て
い
た
。

特
段
の
申
し
送
り
も
な
く
引
き
継
ぎ
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
不
意
に
ア
ル
バ
イ
ト

の
学
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　「
ペ
ル
ー
の
リ
マ
か
ら
電
話
で
す
」

　
私
は
、
一
瞬
い
ぶ
か
っ
た
。
午
前
10
時

過
ぎ
だ
っ
た（
現
地
17
日
午
後
８
時
過

ぎ
）。
現
地
の
取
材
助
手
か
ら
で
あ
っ
た
。

　「
日
本
大
使
公
邸
の
近
く
で
銃
撃
音
が

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
公
邸
は
、
首
都
リ
マ
で
も
有
数
の
高
級

住
宅
地
に
あ
っ
た
。
す
ぐ
現
場
に
行
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
20
分
ほ
ど
し
て
電

話
が
あ
り
、
取
材
助
手
は
興
奮
し
て
早
口

で
し
ゃ
べ
っ
た
。

　「
大
変
で
す
！
　
日
本
大
使
公
邸
の
門

の
内
と
外
で
、
激
し
い
銃
撃
戦
で
す
」

　
私
は
、
取
材
助
手
が
話
す
内
容
を
メ
モ

に
ま
と
め
る
と
、
す
ぐ
に
原
稿
に
取
り
掛

か
っ
た
。
10
時
45
分
。
11
時
の
ニ
ュ
ー
ス

に
間
に
合
う
。
報
道
局
内
共
聴
マ
イ
ク
に

向
か
っ
て
怒
鳴
っ
た
。

　「
こ
ち
ら
国
際
部
、
ペ
ル
ー
の
日
本
大

使
公
邸
で
銃
撃
戦
。直
ち
に
一
報
出
稿
！
」

　
報
道
局
内
の
デ
ス
ク
の
眼
が
一
斉
に
国

際
部
に
注
が
れ
た
。
私
の
横
に
テ
レ
ビ
ニ

ュ
ー
ス
部
の
デ
ス
ク
が
駆
け
寄
っ
て
き

て
、
原
稿
を
書
い
た
先
か
ら
ひ
っ
た
く
っ

て
い
っ
た
。
11
時
の
ニ
ュ
ー
ス
に
間
一
髪

間
に
合
っ
た
。
こ
れ
が
事
件
を
伝
え
る
日

本
で
の
第
一
報
だ
っ
た
。

　
局
内
は
騒
然
と
な
り
、
局
長
を
は
じ
め

各
部
長
が
国
際
部
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
合
し

て
き
た
。
正
午
ニ
ュ
ー
ス
の
た
め
に
、
眼

の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
ス
タ
ジ
オ

と
掛
け
合
い
で
話
す
よ
う
に
取
材
助
手
に

指
示
し
た
。
そ
の
時
、
取
材
助
手
が
意
外

な
こ
と
を
口
走
っ
た
。

　「
今
夜
は
、
天
皇
誕
生
日
を
祝
う
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
て
い
ま
す
」

　
驚
愕
の
情
報
だ
っ
た
。
こ
れ
で
一
気
に

日
本
を
揺
る
が
す
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

公
邸
に
侵
入
し
た
の
は
、
反
政
府
武
装
勢

力
に
違
い
な
か
っ
た
。邸
内
に
い
る
の
は
、

招
待
さ
れ
た
ペ
ル
ー
政
府
要
人
、
各
国
大

使
、
日
本
企
業
代
表
者
、
日
系
人
社
会
の

人
た
ち
、
そ
れ
に
青
木
盛
久
大
使
以
下
の

大
使
館
員
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　
正
午
ニ
ュ
ー
ス
は
、
現
地
か
ら
の
電
話

リ
ポ
ー
ト
も
入
っ
て
圧
勝
だ
っ
た
。
次
の

勝
負
は
、
夜
７
時
の
ニ
ュ
ー
ス
。
に
わ
か

結
成
の
取
材
・
中
継
チ
ー
ム
が
、
次
々
と

リ
マ
を
目
指
し
て
出
発
し
て
い
っ
た
。

◆
テ
ロ
指
揮
官
と
青
木
大
使
に
初
接
触

　
若
い
記
者
に
命
じ
て
大
使
公
邸
の
電
話

を
休
む
こ
と
な
く
ダ
イ
ヤ
ル
さ
せ
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
電
話
が
つ
な
が
っ
て
、
受

話
器
の
向
こ
う
で
男
の
声
が
し
た
。「
指

揮
官
の
ウ
エ
ル
タ
だ
」と
リ
ー
ダ
ー
の
セ

ル
パ
は
、
最
初
は
そ
う
名
乗
っ
た
。

　「
組
織
名
は
？
」「
ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル

だ
」「
な
ぜ
、日
本
大
使
公
邸
を
襲
っ
た
？
」

　「
日
本
は
、
フ
ジ
モ
リ
に
多
額
の
援
助

を
し
て
貧
富
の
格
差
を
広
げ
て
い
る
か
ら

だ
」「
目
的
は
何
だ
？
」「
仲
間
の
解
放
だ
」

こ
れ
が
セ
ル
パ
と
私
の
最
初
で
最
後
の
会

話
だ
っ
た
。
事
件
の
筋
が
見
え
て
き
た
。

　
２
時
間
ほ
ど
間
を
置
い
て
再
度
呼
び
出

す
と
、
今
度
は
あ
ま
り
流
暢
で
は
な
い
ス

ペ
イ
ン
語
を
話
す
別
の
男
が
出
た
。

　「
ど
な
た
で
す
か
？
」「
大
使
の
青
木
だ
」

「
ど
う
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
て
い
る

の
で
す
か
？
」「
目
の
前
に
い
る
武
装
ゲ
リ

ラ
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
し
か
許
可
し
な
い
」

大
使
の
声
は
落
ち
着
い
て
い
た
。

　
こ
の
２
人
と
の
会
話
は
、
内
部
の
様
子

を
初
め
て
伝
え
る
声
と
し
て
直
ち
に
放
送

ペルー大使公邸
人質事件



15 ⃝日本記者クラブ会報　2015.4.10　No.542

書 いた話　書かなかった話

さ
れ
た
後
、
全
世
界
の
主
要
な
放
送
局
に

配
信
さ
れ
た
。

　
１
２
７
日
間
の
占
拠
事
件
は
、
こ
う
し

て
幕
を
開
け
た
。

◆
テ
ロ
撲
滅
の
徹
底
戦

　
私
が
初
め
て
ペ
ル
ー
を
訪
れ
た
の
は
、

86
年
８
月
だ
っ
た
。
当
時
は
爆
弾
テ
ロ
や

身
代
金
目
当
て
の
誘
拐
事
件
が
多
く
、
送

電
線
の
破
壊
に
よ
る
停
電
も
よ
く
あ
っ
た
。

　
87
年
３
月
に
訪
れ
た
時
に
は
、
東
京
銀

行
の
リ
マ
支
店
長
襲
撃
事
件
に
遭
遇
し

た
。
当
時
の
藪
忠
綱
大
使
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
特
別
に
輸
入
し
た
防
弾
車
に
乗
っ
て

通
勤
し
て
い
た
。
大
使
館
の
警
備
は
厳
重

を
極
め
て
い
た
。
ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
と

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
テ
ロ
の
全

盛
時
代
で
あ
っ
た
。

　
誘
拐
を
恐
れ
て
藪
大
使
は
、
夜
間
や
休

日
の
外
出
も
制
限
さ
れ
る
不
自
由
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
大
使
公
邸
に
招
か
れ
て

詳
し
い
情
勢
説
明
を
聞
き
な
が
ら
食
事
を

し
た
後
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
誘
わ
れ
た
。
邸

内
に
響
く
洗
牌
の
音
が
、
当
時
の
状
況
を

一
層
際
立
た
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
か
っ
た
。

　
90
年
に
登
場
し
た
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
、

徹
底
し
た
情
報
収
集
に
よ
る
反
政
府
武
装

勢
力
の
摘
発
と
、
農
村
部
の
貧
困
層
へ
の

援
助
な
ど
を
通
じ
て
、
テ
ロ
の
撲
滅
に
取

り
組
み
、大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
た
。
事

件
は
、
２
つ
の
武
装
勢
力
の
壊
滅
ま
で
あ

と
一
歩
に
迫
っ
て
い
た
時
に
起
こ
っ
た
。

◆
公
邸
の
完
全
な
レ
プ
リ
カ
が
あ
っ
た

　
仲
間
の
釈
放
を
求
め
る
セ
ル
パ
ら
の
要

求
は
結
局
入
れ
ら
れ
ず
、
翌
97
年
４
月
22

日
、
ト
ン
ネ
ル
を
使
っ
た
特
別
編
成
部
隊

の
突
入
作
戦
で
、
ペ
ル
ー
人
人
質
１
人
と

軍
人
２
人
の
犠
牲
者
を
出
し
て
事
件
は
終

わ
っ
た
。

　
事
件
後
に
私
た
ち
に
残
さ
れ
た
課
題

は
、
関
係
者
の
証
言
を
集
め
て
事
件
を
検

証
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
切
公
開
さ
れ

な
か
っ
た
交
渉
内
容
や
ペ
ル
ー
政
府
が
把

握
し
て
い
た
公
邸
内
の
情
報
、
そ
し
て
軍

事
作
戦
が
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
、
突
入

の
最
終
決
断
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
下

さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
私
の
ペ
ル
ー
政
府
内
の
人
脈
を
通
じ

て
、
番
組
制
作
へ
の
協
力
を
大
統
領
に
直

接
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
、
８
年
ぶ
り
に

リ
マ
を
訪
れ
た
。
大
統
領
と
の
直
接
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
含
め
て
、
撮
影
へ
の
可
能
な

限
り
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
事
件
の
最
中
に
作
戦
本
部
が
置
か
れ
て

い
た
Ｓ
Ｉ
Ｎ（
国
家
情
報
局
）で
の
折
衝

の
後
、深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
統
領
が
、

何
か
魂
胆
あ
り
げ
に「
面
白
い
も
の
を
見

せ
て
あ
げ
よ
う
」と
言
っ
た
。
私
を
車
の

助
手
席
に
誘
う
と
、
自
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握

っ
て
暗
黒
の
敷
地
内
を
走
り
始
め
た
。
数

分
後
に
大
統
領
が
車
を
止
め
て
降
り
立

ち
、
警
備
の
兵
士
に
何
か
を
命
じ
た
。
は

じ
け
る
よ
う
な
音
と
と
も
に
何
カ
所
か
ら

ま
ば
ゆ
い
明
か
り
が
と
も
さ
れ
た
。
そ
の

中
心
に
照
ら
さ
れ
た
の
は
、
２
階
建
て
の

大
使
公
邸
の
完
全
な
レ
プ
リ
カ
だ
っ
た
。

　
こ
っ
ち
に
来
い
と
手
招
き
す
る
大
統
領

の
後
に
続
く
と
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
が

見
え
、
中
に
入
る
と
人
が
背
を
屈
め
て
歩

け
る
く
ら
い
の
通
路
が
掘
ら
れ
て
あ
っ
た
。

レ
プ
リ
カ
に
通
じ
る
通
路
左
手
に
掘
ら
れ

た
広
い
待
機
室
、突
入
を
合
図
す
る
電
球
、

通
風
用
の
扇
風
機
な
ど
が
、
訓
練
時
と
変

わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。

　「
撮
影
の
た
め
に
必
要
な
ら
、
当
時
の

隊
員
を
連
れ
て
来
て
突
入
作
戦
を
再
現
し

て
あ
げ
よ
う
」と
言
っ
て
微
笑
ん
だ
。

　
こ
の
一
言
で
、
映
像
の
核
心
部
分
が
出

来
上
が
っ
た
と
、
私
は
確
信
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
特
集「
突
入
」は
、
97
年
10
月
に
放
送

さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
文
化
庁
芸

術
祭
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
優
秀

賞
を
受
け
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
国
際
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
銀
賞
を
受

け
た
。

◆
幻
の
映
画
化
計
画

　
98
年
に
、市
川
昆
監
督
の「
ビ
ル
マ
の
竪

琴
」を
製
作
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら

映
画
化
の
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
台
本

は
松
山
善
三
監
督
が
書
き
、
ペ
ル
ー
で
ロ

ケ
を
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
フ
ジ
モ
リ
大

統
領
へ
の
協
力
依
頼
を
仲
介
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。私
は
休
暇
を
取
り
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
リ
マ
に
向
か
っ
た
。

　
大
統
領
府
で
映
画
製
作
協
力
の
話
に
入

っ
た
の
だ
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
交
渉
の
保

証
人
だ
っ
た
シ
プ
リ
ア
ー
ニ
大
司
教
を
軸

に
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ど
う
や

ら
大
統
領
の
気
に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ

っ
た
。
製
作
に
協
力
は
す
る
が
、
台
本
の

手
直
し
や
配
役
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
俳
優
を

起
用
す
る
よ
う
に
と
い
う
注
文
も
付
い
た

と
聞
い
た
。
結
局
、
そ
の
後
の
何
度
か
の

協
議
の
後
、
２
０
０
０
年
の
大
統
領
の
突

然
の
辞
任
に
よ
っ
て
、
映
画
化
の
話
は
立

ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
人
権
侵
害
に
問
わ

れ
て
禁
固
25
年
の
有
罪
判
決
を
受
け
、
ル

リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
に
囚
わ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。
娘
の
ケ
イ
コ
は
、
11
年
の
大
統
領

選
挙
に
出
馬
し
て
惜
し
く
も
ウ
マ
ラ
候
補

に
敗
れ
た
が
、
野
党
第
一
勢
力
の
党
首
で

あ
る
。
フ
ジ
モ
リ
一
族
は
、
ペ
ル
ー
政
界

に
影
響
力
を
残
し
て
い
る
。

　
事
件
か
ら
20
年
近
く
が
経
過
し
た
。
国

民
一
人
あ
た
り
の
総
所
得
額
は
大
き
く
上

昇
し
て
、生
活
改
善
が
図
ら
れ
た
と
い
う
。

ペ
ル
ー
国
独
立
以
来
の
宿

し
ゅ
く

痾あ

で
あ
る
農
村

部
で
の
貧
困
の
現
状
を
み
る
た
め
に
、
近

い
機
会
に
か
の
地
を
訪
れ
た
い
と
思
う
。
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「
神
戸
っ
子
」の
土
井
た
か
子
さ
ん

　病
床
か
ら
も
憂
え
た
憲
法
改
正

小
西
　
博
美（
神
戸
新
聞
社
）

国
会
は
住
専
問
題
で
揺
れ
て
い
た
。
挨
拶

の
た
め
に
時
間
を
取
っ
て
く
れ
た
の
だ

が
、
国
会
の
話
に
水
を
向
け
る
と
、「
挨

拶
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
」と
顔
色
が
変

わ
っ
た
。
あ
わ
よ
く
ば
土
井
さ
ん
の
言
葉

を
記
事
に
、
と
考
え
て
い
た
私
の
も
く
ろ

み
は
打
ち
砕
か
れ
た
。
思
え
ば
国
会
空
転

が
続
く
中
、
議
長
と
し
て
相
当
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
半

年
も
口
を
開
い
て
く
れ
ず
、
苦
い
思
い
出

と
な
っ
た
。

　
神
戸
っ
子
の
土
井
さ
ん
は
、
若
い
頃
は

と
て
も
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
と
い
う
。
地
元

に
帰
る
と
、
神
戸
・
三
宮
と
元
町
の
洋
品

店
や
洋
食
屋
に
立
ち
寄
っ
た
。
何
度
か
食

事
も
ご
一
緒
し
た
が
、
大
柄
な
土
井
さ
ん

は
見
事
な
食
べ
っ
ぷ
り
。
そ
し
て
よ
く
、

食
事
量
の
違
い
か
ら
男
女
差
が
あ
っ
た
生

活
保
護
費
の
話
に
な
り「
私
は
男
性
よ
り

食
べ
る
と
言
っ
て
、
男
女
同
じ
に
し
た
の

よ
」と
豪
快
に
笑
っ
た
。

　
女
性
初
の
社
会
党
委
員
長
に
、
衆
院
議

長
―
。
華
や
か
さ
と
ほ
ろ
苦
さ
が
同
居
し

た
政
治
家
人
生
で
、
私
が
担
当
し
た
の
は

〝
崖
っ
ぷ
ち
〟の
部
分
だ
っ
た
。
議
長
を
辞

め
て
引
退
し
研
究
者
と
し
て
生
き
る
道
も

あ
っ
た
の
に
、
あ
え
て
火
中
の
ク
リ
を
拾

い
、
衰
退
に
向
か
う
社
民
党
の
党
首
を
引

き
受
け
た
。
何
と
い
う
逃
げ
足
の
遅
さ
。

そ
れ
を
真
剣
に
支
え
る
人
が
い
な
い
不

幸
。
か
つ
て
は
自
信
に
あ
ふ
れ
、
記
者
に

も
厳
し
か
っ
た
土
井
さ
ん
が
、
次
第
に
優

し
く
な
っ
て
い
く
の
が
寂
し
か
っ
た
。

　
弱
音
は
め
っ
た
に
吐
か
な
い
人
だ
っ

た
。
一
度
だ
け「（
元
首
相
の
）村
山
さ
ん

は
子
や
孫
が
い
る
か
ら
い
い
け
れ
ど
、
私

の
老
後
は
ど
う
な
る
の
か
。
議
員
宿
舎
の

壁
を
見
つ
め
る
と
、
不
安
に
な
る
」と
漏

ら
し
た
。
晩
年
は
古
里
で
姉
や
弟
家
族
に

囲
ま
れ
、
穏
や
か
に
暮
ら
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　「
元
気
だ
っ
た
私
を
覚
え
て
い
て
」

と
、
亡
く
な
る
ま
で
の
数
年
は
誰
に
も

会
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
12
年
、
自

民
党
が
改
憲
案
を
発
表
し
た
時
に
は

「
何
か
発
言
し
た
方
が
い
い
か
し
ら
」

と
病
床
か
ら
憂
え
た
。
昨
夏
の
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
や
、
そ

の
先
に
見
え
る
憲
法
改
正
の
動
き
を
最

期
ま
で
案
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
最
後
に
話
を
し
た
の
は
４
年
前
の

春
。
土
井
さ
ん
の
好
物
、
イ
カ
ナ
ゴ
の

く
ぎ
煮
を
届
け
よ
う
と
電
話
を
か
け

た
。「
私
は
ね
今
、
入
院
中
な
ん
で
す

よ
」。
張
り
の
あ
る
懐
か
し
い
声
だ
っ

た
。

　
近
親
者
で
営
ま
れ
た
葬
儀
で
、
姉
の

和
賀
子
さ
ん
は
、
妹
へ
の
最
後
の
贈
り

物
を
奮
発
し
た
。
祭
壇
に
は
、
お
た
か

さ
ん
の
大
好
き
な
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
や
ラ

ン
の
花
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
飾
ら
れ

た
。
長
年
秘
書
と
し
て
連
れ
添
っ
た
五

島
昌
子
さ
ん
は「
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

ら
、
も
っ
と
人
を
呼
べ
ば
よ
か
っ
た
」

と
悔
し
が
っ
た
。

　
潔
す
ぎ
る
退
場
だ
っ
た
。

（
こ
に
し
・
ひ
ろ
み
　
東
京
支
社
編
集
委
員
）

次
号
は
五
味
洋
治
さ
ん（
東
京
新
聞
）

に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
土
井
さ
ん
が
最
後
の
衆
院
選
を
終
え

た
２
０
０
５
年
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
家

を
訪
ね
た
。
２
部
屋
ほ
ど
の
質
素
な
ア

パ
ー
ト
。「
慣
れ
て
な
い
か
ら
、
お
い

し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
わ
よ
」と
入

れ
て
く
れ
た
お
茶
は
温
か
く
、
い
い
香

り
が
し
た
。
飲
み
な
が
ら
話
し
た
の
は

や
は
り
憲
法
の
こ
と
。
軍
隊
放
棄
を
掲

げ
る
コ
ス
タ
リ
カ
の
話
だ
っ
た
。「
小

さ
な
国
な
の
に
す
ご
い
の
よ
。
見
習
わ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」。
一
市
民
と
な

っ
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
熱
意
を
感
じ
た
。

　
生
涯
、
頑
固
に
平
和
と
護
憲
を
貫
い

た
土
井
さ
ん
。
原
点
は
神
戸
で
の
少
女

時
代
に
あ
る
。
第
２
次
大
戦
中
、
父
は

軍
医
と
し
て
召
集
。
生
家
は
焼
夷
弾
の

直
撃
を
受
け
な
が
ら
、
家
族
は
奇
跡
的

に
助
か
っ
た
。
こ
の
時
の
体
験
が「
二

度
と
戦
争
を
し
て
は
だ
め
」と
い
う
決

意
と
し
て
心
に
刻
ま
れ
た
。

　
衆
院
議
長
だ
っ
た
土
井
さ
ん
と
初
め

て
会
っ
た
の
は
19
年
前
の
春
。
当
時
の

神戸市内で開いた自らの集いで、支持
者らと語らう土井たか子さん（1991年ごろ、
神戸新聞社提供）
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会 員の著書

■「
三
面
楚
歌
」
に
よ
う
や
く
気
づ
い
た

韓
国

鈴
置
　
高
史
（
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
）

■
私
は
中
国
の
指
導
者
の
通
訳
だ
っ
た
　

中
日
外
交
　
最
後
の
証
言（
周
斌
著
／
加
藤

千
洋
・
鹿
雪
瑩
訳
）

�

加
藤
　
千
洋
（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
思

い
と
ア
イ
デ
ア
の
力（
小
池
洋
次
編
著
）

小
池
　
洋
次
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

■
福
島
原
発
事
故
と
国
民
世
論（
柴
田
鉄

治
・
友
清
裕
昭
著
）

�

柴
田
　
鉄
治
（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
知
財
立
国
が
危
な
い（
荒
井
寿
光
・
馬
場

錬
成
著
）�

馬
場
　
錬
成
（
読
売
新
聞
出
身
）

■
松
陰
の
妹
を
妻
に
し
た
男
の
明
治
維
新

富
澤
　
秀
機
（
日
本
経
済
新
聞
客
員
）

韓
国
の
気
分
は
も
う
、
中
立
　
対
立
を
深

め
る
米
中
間
で
、
韓
国
は
中
立
を
決
め
込

ん
で
い
ま
す
。「
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
ミ
サ
イ

ル
」を
韓
国
に
配
備
し
よ
う
と
し
た
米
国

に
は
難
色
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
国
が

「
核
攻
撃
の
対
象
に
す
る
」と
脅
し
た
か

ら
で
す
。
一
方
、
中
国
が
計
画
中
の
ア
ジ

ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
に
参
加
し
か
け
、

怒
っ
た
米
国
か
ら「
同
盟
に
影
響
が
出
る

ぞ
」と
止
め
ら
れ
ま
し
た
。「
対
中
接
近
は

右
傾
化
す
る
日
本
の
せ
い
」と
の
言
い
訳

も
、
も
う
効
き
ま
せ
ん
。
韓
国
の「
離
米

従
中
」を
描
い

た
第
５
弾
で

す
。

日
中
交
流
舞
台
裏
の
貴
重
な
証
言
　
翻
訳

書
で
あ
る
。
著
者
は
１
９
７
２
年
日
中
国

交
正
常
化
交
渉
で
大
平
正
芳
・
姫
鵬
飛
外

相
会
談
を
担
当
し
た
中
国
外
交
部
通
訳

や
る
気
に
な
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
　
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
の
仕
組
み
を
考
え
た
人
、
が

ん
患
者
の
社
会
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

人
、
そ
う
し
た
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
る
人
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
人
︙
。
社

会
を
良
く
し
た
い
人
た
ち
の
挑
戦
の
記
録

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は「
社
会
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
革
新
」と
い
っ
た
意
味
で

す
が
、固
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
少
し
で
も
貢
献
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。「
思
い
と
ア
イ
デ
ア

の
力
」を
少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

原
発
に
ま
つ
わ
る
世
論
と
政
策
　
原
子
力

ほ
ど
国
民
世
論
が
揺
れ
動
い
た
も
の
は
な

い
。
賛
成
一
色
か
ら
始
ま
っ
て
１
９
８
０

年
代
に
は
反
対
派
が
多
数
と
逆
転
し
、
世

論
と
政
策
の
乖
離
が
起
こ
っ
た
が
、
ど
の

メ
デ
ィ
ア
も
無
視
し
た
。
そ
こ
ま
で
の
動

き
を
追
っ
た﹃
原
発
国
民
世
論
﹄（
99
年

刊
）の
続
編
が
本
書
で
あ
る
。福
島
事
故
が

起
こ
っ
て
反
対
派
が
急
増
、
再
び
世
論
と

政
策
の
乖
離
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、今
は
メ

デ
ィ
ア
の
論
調
は
二
極
分
化
し
て
い
る
。

福
島
事
故
後
の

外
国
の
世
論
の

変
化
も
で
き
る

だ
け
調
べ
た
。

知
財
ブ
ー
ム
を
振
り
返
る
　「
知
財
立
国
」

が
叫
ば
れ
、
一
種
の
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
言

わ
れ
て
か
ら
10
年
た
つ
。あ
の
こ
ろ
、知
財

畑
に
い
た
プ
ロ
集
団
は「
知
財
、
知
財
と

ど
こ
へ
行
っ
て
も
叫
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

は
知
財
バ
ブ
ル
だ
」と
も
言
っ
て
い
た
。

結
局
、言
わ
れ
た
よ
う
に
バ
ブ
ル
だ
っ
た
。

知
財
立
国
に
変
革
が
で
き
な
い
う
ち
に
、

韓
国
、中
国
な
ど
は
ど
ん
ど
ん
変
革
し
て
、

部
分
的
に
は
日
本
を
追
い
抜
い
て
い
っ

た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
ブ
ー
ム
を

ホ
ン
モ
ノ
に
で
き
な
か
っ
た
日
本
の
特
殊

事
情
を
検
証
し

た
も
の
で
あ
り
、

解
決
策
も
提
言

し
た
。

群
馬
県
が
明
治
を
支
え
た
　
動
乱
の
幕
末

か
ら
明
治
末
年
ま
で
生
き
抜
き
、
地
方
創

生
の
立
場
か
ら
近
代
日
本
の
基
盤
づ
く
り

に
力
を
尽
く
し
た
男（
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

＝
旧

名
・
小
田
村
伊
之
助
）の
物
語
で
あ
る
。

日経ＢＰ社
１５１２円

マ
イ
B
O
O
K 

マ
イ
P
R

で
、
共
同
声
明
づ
く
り
に
参
加
。
歴
史
認

識
と
台
湾
問
題
で
行
き
詰
ま
っ
た
交
渉
を

打
開
し
た
の
は
、
大
平
が
提
案
し
た
万
里

の
長
城
へ
行
く
車
中
会
談
だ
っ
た
。
大
平

が
日
中
戦
争
中
に
目
撃
し
た
中
国
民
衆
の

惨
状
を
語
る
言
葉
が
姫
の
心
に
届
き
、
声

明
文
言
で
の
合
意
の
流
れ
が
で
き
た
。
通

訳
し
て
い
て
著
者
も
胸
を
打
た
れ
た
と
い

う
。
周
恩
来
や
田
中
角
栄
、
大
平
ら
の
素

顔
、
そ
し
て
立
ち
会
っ
た
数
々
の
民
間
交

流
の
舞
台
裏
に

触
れ
る
歴
史
的

な
証
言
集
だ
。

岩波書店
４５３６円

と
す
れ
ば
、
こ

れ
以
上
の
幸
せ

は
あ
り
ま
せ

ん
。

関西学院大学出
版会　２５９２円

ＥＲＣ出版
１９４４円

松
陰
の
妹
寿
を
妻
に
し
た
楫
取
は
、
松
陰

や
仲
間
の
志
士
が
次
々
に
倒
れ
た
後
、
そ

の
遺
志
を
継
ぐ
形
で
群
馬
県
の
初
代
県
令

に
。
最
大
の
輸
出
品
で
あ
っ
た
生
糸
産
業

を
振
興
し
、
富
国
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

富
岡
製
糸
場
の
世
界
遺
産
登
録
が
話
題
と

な
る
中
、
楫
取
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
あ
ら
た
め
て「
長
州
が
幕
末
を
動
か

し
、
上
州
が
明

治
を
支
え
た
」

実
像
が
見
え
て

く
る
。

徳間書店
１９４４円

日本経済新聞出
版社　１９４４円
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女
性
の
晩
婚

化
、
出
産
の
高

齢
化
に
伴
い
、

不
妊
治
療
、
出

生
前
診
断
な
ど

生
殖
医
療
技
術
が
進
歩
を
続
け
る
。
妊
婦

の
血
液
を
調
べ
る
だ
け
で
、
胎
児
の
異
常

が
分
か
る
新
出
生
前
診
断
の
臨
床
研
究
も

始
ま
っ
た
。
こ
の
先
に
ど
ん
な
時
代
が
待

っ
て
い
る
の
か
―
。

　
信
濃
毎
日
新
聞
が
社
会
面
に
連
載
し
た

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
温
か
な
手
で
―
出
産

を
支
え
る
社
会
へ
」（
２
０
１
４
年
１
～
６

月
）は
信
州
を
主
な
舞
台
に
、
高
度
化
す

る
医
療
技
術
を
前
に
し
た
夫
婦
ら
の
葛
藤

を
取
材
。
米
国
の
生
殖
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の

実
態
も
伝
え
な
が
ら
、命
の
尊
厳
を
問
い
、

少
子
化
の
重
荷
を
女
性
だ
け
に
背
負
わ
せ

な
い
社
会
へ
の
道
筋
を
探
っ
た
。

　
連
載
は
、
14
年
度
新
聞
協
会
賞（
編
集

部
門
）と
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
医
学
記
事
賞
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
の

柱
。「
不
妊
治
療
と
出
生
前
診
断
　
温
か

な
手
で
」の
タ
イ
ト
ル
で
、
78
回
の
ル
ポ

を
全
話
収
録
し
た
。

　
小
市
　
昭
夫（
信
濃
毎
日
新
聞
報
道
部
長
）

　
日
本
の
人
口

は
２
０
０
８
年

の
１
億
２
８
０

８
万
人
を
ピ
ー

ク
に
急
速
な
減

少
局
面
に
入
っ
た
。
日
本
創
成
会
議
の
推

計
は
、
２
０
４
０
年
に
全
国
自
治
体
の
半

数
が
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る
と
警
告
す

る
。
人
口
の
急
減
と
東
京
一
極
集
中
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
変
え

て
し
ま
う
の
か
。行
政
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
、

福
祉
は
ど
う
な
る
の
か
。
毎
日
の
暮
ら
し

か
ら
国
の
安
全
保
障
に
至
る
ま
で
様
々
な

論
点
を
網
羅
し
、「
ふ
る
さ
と
生
き
残
り
」

の
条
件
を
探
っ
た
。

　
本
書
で
記
者
は「
消
滅
危
機
」の
現
場

を
歩
き
、
町
や
村
で
何
が
起
き
て
い
る
の

か
報
告
。
増
田
寛
也
元
総
務
相
ら
有
識
者

37
人
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
ら
24
自
治

体
の
首
長
が
現
状
分
析
と
対
策
の
提
言
を

し
た
。
こ
の
中
で
、
社
会
学
者
の
水
無
田

気
流
氏
は
女
性
の
出
産
・
育
児
・
就
労
を

支
援
す
る「
子
ど
も
優
先
型
」の
家
族
制

度
へ
の
転
換
を
訴
え
、
片
山
善
博
元
総
務

相
は
政
府
が
進
め
る「
地
方
創
生
」の
弱

点
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
北
原
斗
紀
彦

�

（
時
事
通
信
出
版
局
代
表
取
締
役
）

不妊治療と出生前診断　温かな手で（信濃毎日新聞取材班） 全論点　人口急減と自治体消滅（時事通信社編）

時事通信出版局
３０２４円

講談社文庫
８１０円

試写会／寄贈 書

　
見
終
わ
っ
て
、
鉛
を
飲
ん
だ
よ
う
な
重

苦
し
い
気
分
に
襲
わ
れ
た
。

　
上
映
の
直
前
ま
で「
皆
殺
し
の
バ
ラ
ッ

ド
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
、
大
げ
さ
だ
な

と
、ち
ょ
っ
ぴ
り
抵
抗
を
お
ぼ
え
て
い
た
。

だ
が
中
身
は
作
り
も
の
で
は
な
い
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
だ
。
画
面
に
展
開
す
る
苛
烈

な
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
ん
な

抵
抗
感
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
舞
台
は
メ
キ
シ
コ
第
８
の
都
市
、
シ
ウ

ダ
ー
・
フ
ア
レ
ス
。
リ
オ
グ
ラ
ン
デ
川
を

挟
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
と
接
す

る
麻
薬
密
輸
の
最
前
線
で
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
の
サ
ン
ペ
ド
ロ
ス
ラ
に
次
い
で「
世
界

で
２
番
目
に
危
険
な
町
」だ
。

　
監
督
と
撮
影
に
当
た
っ
た
の
は
著
名
な

報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
、
シ
ャ
ウ
ル
・
シ
ュ
ワ

ル
ツ
。
そ
の
カ
メ
ラ
の
焦
点
は
、
片
や
麻

薬
マ
フ
ィ
ア
を
賛
美
す
る
歌
手
、
片
や
命

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
密
輸
取
り
締

ま
り
に
奔
走
す
る
捜
査
官
に
絞
ら
れ
る
。

　
苛
烈
な
現
実
―
。
ナ
ル
コ
・
コ
リ
ー
ド

と
呼
ば
れ
る
麻
薬
マ
フ
ィ
ア
賛
美
の
歌

に
、
地
元
の
メ
キ
シ
コ
で
も
国
境
の
向
こ

う
側
の
テ
キ
サ
ス
州
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
も
、
詰
め
か
け
た
聴
衆
が
手
を
振
り

上
げ
、
足
を
踏
み
鳴
ら
し
て
熱
狂
す
る
。

彼
ら
に
は
、
麻
薬
マ
フ
ィ
ア
た
ち
は「
社

会
の
敵
」ど
こ
ろ
か
、
あ
る
種
の
ヒ
ー
ロ

ー
な
の
だ
。

　
一
方
、
警
察
組
織
の
多
く
の
部
分
は
マ

フ
ィ
ア
と
癒
着
し
、
こ
こ
に
登
場
す
る
捜

査
官
は
孤
軍
奮
闘
す
る
し
か
な
い
。

　
こ
の
地
域
を
最
大
の
基
地
と
し
て
ア
メ

リ
カ
に
流
れ
る
麻
薬
の
額
は
年
間
３
０
０

億
ド
ル
、
主
要
輸
出
産
業
の
石
油
と
ほ
ぼ

同
規
模
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
町
の

麻
薬
が
ら
み
の
殺
人
事
件
も
、
毎
年
３
０

０
０
件
を
超
え
る
と
い
う
。

　
９
年
前
、
メ
キ
シ
コ
政
府
は
麻
薬
カ
ル

テ
ル
殲せ

ん

滅め
つ

を
目
指
し
て「
麻
薬
戦
争
」の

火
ぶ
た
を
切
っ
た
。
だ
が
こ
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
見
る
限
り
出
口
は
見
え
て
い

な
い
。
む
し
ろ
メ
キ
シ
コ
社
会
、
少
な
く

と
も
こ
の
町
に
は
び
こ
る
無
法
と
暴
力
の

根
の
深
さ
に
、絶
望
さ
え
お
ぼ
え
て
し
ま
う
。

産
経
新
聞
出
身
　
友
田
　
錫

無法と暴力の根深さ

皆殺しのバラッド　メキシ
コ麻薬戦争の光と闇（３.５）

Ⓒ2013 by N
arco C

ultura, LLC

シ
ア
タ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
・
渋
谷
）ほ
か
全
国
順
次
公
開

寄

贈

書
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　今号から２年間、下記の４会員が「写真回廊」の短文を担当します。新聞・通信各社の写真部記者の
「この一枚」に、自由な発想でエッセーを添えていただきます。

「写真回廊」の短文を担当します

　1976年朝日新聞入社。東京経
済部、シンガポール支局、学芸
部次長、編集委員（労働担当）、

論説委員を務め、2011年退社。現在、和光大
学教授。著書に『ピケティ入門�「21世紀の資
本」の読み方』など。

　1957年読売新聞入社。社会部
長、編集局次長兼文化部長、常
務取締役事業局長などを務め、

1998年 6 月広島テレビ放送へ。同社取締役副
社長、代表取締役社長、同会長を歴任する。
現在、同社顧問。

　1971年日本経済新聞入社。経
済部、社会部を経て、編集委員、
論説副主幹兼編集委員、コラム

ニストなど。朝刊１面コラム「春秋」「核心」
を担当した。2013年退社。著書に『1971年�
市場化とネット化の紀元』など。

　1970年フジテレビ入社。産経
新聞外信部、英BBC放送出向な
どを経て、フジテレビモスクワ

特派員、解説委員（経済担当）、パリ支局長
を務める。2005年退社後は、夏の５カ月をパ
リで過ごす。

○竹
たけ
信
のぶ
三
み
恵
え
子
こ

○後
ご
藤
とう
　文
ふみ
生
お

○土
つち
谷
や
　英

ひで
夫
お

○松
まつ
浦
うら
　茂

しげ
長
なが

新 しい顔／第２期記者ゼミ一覧

①
小
野
高
道
・
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
担
当

補
佐
、
藤
谷
健
・
同
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
エ
デ
ィ
タ
ー
「
朝
日
新
聞
社
の
取
り

組
み
と
課
題
」（
２
０
１
４
・
５
・
21
）②
八
浪

英
明
・
河
北
新
報
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
長「
河

北
新
報
社
の
取
り
組
み
と
課
題
」（
６
・
12
）

③
宇
佐
美
理
・
日
本
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
事
業
部
担
当
部
次
長「
日
本
テ
レ
ビ

の
取
り
組
み
と
課
題
」（
６
・
24
）④
伊
藤
儀

雄
・
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部
リ
ー
ダ
ー

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
時
代
の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
　

課
題
と
戦
略
」（
７
・
11
）⑤
神
保
哲
生
・
ビ

デ
オ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
ビ
デ
オ
ニ
ュ
ー

ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム
代
表「
ネ
ッ
ト
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
、
今
と
将
来
」（
７
・
16
）⑥
田

中
大
雅
・
東
洋
経
済
新
報
社
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
局
長
兼
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
長「
東

洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
の
挑
戦
」（
９
・
29
）⑦

鈴
木
祐
司
・
次
世
代
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
代

表「
デ
ジ
タ
ル
化
で
情
報
が
爆
発
す
る
～

既
存
メ
デ
ィ
ア
に
残
さ
れ
た
道
～
」（
10
・

３
）⑧
八
田
真
行
・
駿
河
台
大
学
経
済
経

営
学
部
専
任
講
師「
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
現
状
と
将
来
」（
10
・
17
）⑨
茂
木

崇
・
東
京
工
芸
大
学
専
任
講
師「
光
が
見

え
て
き
た
米
国
の
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
事
情
」（
11
・
４
）⑩
古
田
大
輔
・
朝
日
新

聞
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
記
者
／
編
集
者「
デ

ジ
タ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
か
ら
」

（
11
・
20
）⑪
出
雲
秀
一
・T

w
itter�Japan

パ
ー
ト
ナ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
「
ツ
イ
ッ
タ

ー
の
新
た
な
可
能
性
―
総
選
挙
、
災
害
報

道
な
ど
で
の
活
用
に
つ
い
て
」（
11
・
27
）⑫

我
孫
子
和
夫
・
元
Ａ
Ｐ
通
信
北
東
ア
ジ
ア

総
支
配
人「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
報

道
倫
理
」（
12
・
17
）⑬
五
野
井
郁
夫
・
高
千

穂
大
学
准
教
授「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
政

治
　
現
状
と
展
望
」（
２
０
１
５
・
２
・
20
）⑭

池
村
聡
・
弁
護
士「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
時
代
の
報
道
と
著
作
権
問
題
」（
３
・
３
）

⑮
渡
邉
英
徳
・
首
都
大
学
東
京
准
教
授

「
デ
ー
タ
を
紡
い
で
社
会
に
つ
な
ぐ
」（
３
・

10
）⑯
宍
戸
常
寿
・
東
京
大
学
大
学
院
教

授「
ネ
ッ
ト
・
法
・
倫
理
」（
３
・
24
）

ゼ
ミ
生
募
集
中

第
３
期

「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

現
場
～
ネ
ッ
ト
時
代
の
原
則

と
ス
キ
ル
」

　「
記
者
ゼ
ミ
」の
新
シ
リ
ー
ズ
が
５

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
橋
場
義
之
特
別

　
ご
希
望
の
方
に
は
音
声
デ
ー
タ
を
提
供
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
青
山

（
３
５
０
３
―
２
７
２
７
）ま
で
。

第
２
期
記
者
ゼ
ミ「
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
」編
　
全
16
回
一
覧

企
画
委
員（
毎
日
新
聞
出
身
）が
担
当

し
ま
す
。
ゼ
ミ
生
の
対
象
は
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
会
員
社
の
現
役
記
者
で
す
。
４

月
下
旬
、
詳
し
い
内
容
を
会
員
社
に
送

り
ま
す
。

　
登
録
ご
希
望
の
方
はsem

inar@
jnp�

c.or.jp�

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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会議報 告

会
議
報
告
　

⃝

第
85
回
総
会�

（
３
・
26
　
宴
会
場
）

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
第
85
回
臨
時
社
員
総

会
は
、
３
月
26
日
午
後
３
時
か
ら
ク
ラ
ブ

宴
会
場
で
行
わ
れ
た
。
書
面
議
決
社
員
を

含
め
出
席
社
員
計
１
２
４
社
の
出
席
を
も

っ
て
成
立（
定
足
数
69
社
）、
定
款
第
25

条
の
定
め
に
従
い
、
伊
藤
芳
明
理
事
長
を

議
長
に
議
事
を
進
め
た
。

　
２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
・
同
収
支
予

算
の
理
事
会
案
を
議
決
し
た（
詳
細
は
２

㌻
参
照
、
予
算
書
は
21
㌻
）。

　
ま
た
、
昨
年
５
月
の
総
会
以
降
届
け
出

の
あ
っ
た
役
員
の
一
部
交
代
を
承
認
し
た
。

⃝
第
１
１
８
回
総
務
委
員
会

�

（
３
・
５
　
小
会
議
室
）

　
２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
・
同
収
支
予

算
の
原
案
を
作
成
し
た
ほ
か
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
・
特
別
賞
選
考
委
員
会
お
よ
び

第
22
期
役
員
選
出
委
員
会
を
総
務
委
員
会

委
員
で
構
成
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
理
事

会
に
上
程
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
小
田
、
石
川
、
会

田
、
山
田
、
西
野
、
篠
塚
、
川
嶋
、
木
村

の
各
委
員
、
伊
藤
理
事
長
、
飯
塚
、
石
田

の
両
副
理
事
長
、
中
井
専
務
理
事
。

⃝

第
５
６
４
回
理
事
会（

３
・
５
　
宴
会
場
）

　
①
２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
案
・
同
収

支
予
算
案
を
総
務
委
員
会
案
ど
お
り
承
認

し
、
臨
時
社
員
総
会
に
上
程
す
る
こ
と
に

し
た
。
収
支
予
算
案
は
正
味
財
産
増
減
予

算
書
で
収
益
が
３
億
９
１
４
１
万
８
０
０

０
円
、
費
用
が
３
億
９
８
４
１
万
８
０
０

０
円
で
、
経
常
外
収
益（
経
営
安
定
化
積

立
預
金
取
崩
）の
７
０
０
万
円
を
加
え
て

正
味
財
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）が
増

減
な
し
と
す
る
予
算
で
あ
る
。
過
去
の
会

見
の
写
真（
フ
ィ
ル
ム
）を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
事
業
も
組
み
込
ん
だ
。

　
②
ク
ラ
ブ
賞
内
規
に
従
い
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
・
特
別
賞
選
考
委
員
会
を
総
務

委
員
会
委
員（
西
村
陽
一
委
員
長
）15
人

で
構
成
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

　
③
第
22
期（
15
年
度
・
16
年
度
）の
役

員
選
出
委
員
会
を
総
務
委
員
会
委
員
で
構

成
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

　
④
第
85
回
臨
時
社
員
総
会
を
３
月
26
日

に
、
第
86
回
定
時
社
員
総
会
を
５
月
27
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
⑤
会
員
増
加
策
の
一
環
と
し
て
、
法
人

会
員
と
法
人
賛
助
会
員
の
入
会
金
を
13
年

度
か
ら
免
除
し
て
き
た
。
入
会
促
進
の
観

点
か
ら
、
こ
の
入
会
金
免
除
を
15
年
度
も

行
う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
飯
塚
、
石
田
の
両

副
理
事
長
、
中
井
専
務
理
事
、
西
村
、
小

田
、石
川
、会
田
、谷
、山
田
、佐
藤（
剛
）、

藤
井
、
佐
藤（
純
）、
平
田
、
鳴
海
、
中
野
、

西
野
、篠
塚
、加
増
、松
田
、川
嶋
、木
村
、梅

田
の
各
理
事
。沖
永
、小
林
の
両
監
事
。

⃝
第
４
５
０
回
企
画
委
員
会

�

（
３
・
11
　
10
階
ホ
ー
ル
Ｂ
）

　
新
委
員
の
杉
山
祐
之
・
読
売
新
聞
論
説

委
員（
旧
・
勝
股
秀
通
氏
）が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
な
ど
を
協

議
し
た
。
記
者
ゼ
ミ「
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
編
」を
担
当
し
た
津
山
昭
英

特
別
企
画
委
員
が
シ
リ
ー
ズ
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

出
席
　
会
田
委
員
長
、
坂
東
、
杉
山
、
脇
、

水
野
、
樫
山
、
宮
田
、
杉
田
、
川
上
、
軽

部
、
原
田
、
宮
内
、
島
田
、
竹
田
、
大
信

田
、
村
田
、
津
山
の
各
委
員
。

⃝

第
３
６
１
回
会
報
委
員
会

�

（
３
・
12
　
小
会
議
室
）

　
４
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
、
４

月
号
か
ら「
地
方
発
」を「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

レ
ス
」の
一
部
と
し
て
名
称
を
一
本
化
す

る
こ
と
と
し
た
。

出
席
　
吉
野
、
高
橋
、
五
十
嵐
、
神
田
、

風
間
、
佐
塚
、
大
寺
、
荒
田
、
北
村
、
長

澤
の
各
委
員
。

⃝

第
２
１
６
回
施
設
運
営
委
員
会

�

（
３
・
12
　
10
階
シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
）

　
４
月
１
日
か
ら
次
の
２
点
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
た
。
①「
宴
会
場
」の
名
称
を

「
会
見
場
」に
変
更
す
る
、
②
９
階
レ
ス

ト
ラ
ン
前
と
10
階
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
あ

る
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
撤
去
す
る
。

出
席
　
粕
谷
委
員
長
、
岡
崎
、
歌
川
、
清

水
、
吉
澤
、
西
野
、
五
十
畑
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
１
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
３
・
12
　
小
会
議
室
）

　
４
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
小
田
委
員
長
、
中
島
、
船
木
、
正

籬
、
播
摩
、
山
本
、
國
府
の
各
委
員
。

会員
種別

月

プレス会員 法人・個人������������������
賛助会員

特別�������������
賛助会員

学生����������
会員

全会員
法人 基本 個人Ａ 個人Ｂ 個人Ｃ 個人Ｄ 名誉・功労 合計 対前月増減
（社） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （社） （人） （人） （人） （社） （人） （社） （人）

2014.４ 134 748 364 60 90 880 12 67 155 96 27 201 2432 　1 　1
　　 ５ 136 750 362 59 91 886 12 64 149 98 28 200 2435 －１ 　3
　　 ６ 136 749 360 59 90 883 12 64 149 97 33 200 2432 　0 －3
　　 ７ 136 750 360 59 88 882 12 64 149 97 26 200 2423 　0 －9
　　 ８ 136 750 364 62 88 882 12 62 141 97 30 198 2426 －2 　3
　　 9 136 751 365 62 87 883 12 62 141 98 44 198 2443 　0 17
　　10 137 754 367 61 87 875 12 63 143 98 44 200 2441 　2 －2
　　11 136 754 367 60 89 871 12 63 142 96 44 199 2435 －１ －６
　　12 136 754 368 61 89 871 12 63 143 96 85 199 2479 　0 44
2015.１ 136 754 365 60 89 869 12 62 141 96 84 198 2470 －１ －9
　　 2 136 754 364 58 90 869 12 62 141 96 84 198 2468 　0 －2
　　 3 136 755 362 58 89 864 12 62 140 96 86 198 2462 　0 －６

会　員　異　動　（2014年4月～ 2015年3月）
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新 年度の収支予算書

科�����目
公益目的事業会計

収益事業等�����
会計 法人会計 合計公益事業１

記者会見等
公益事業２
クラブ賞

公益事業３
会報・HP 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

特 定 資 産 運 用 益 278,000� 968,000� 1,246,000� 1,246,000�
受 取 会 費 254,193,420� 254,193,420� 71,695,580� 325,889,000�
プレス会員会費収入 214,597,500� 214,597,500� 60,527,500� 275,125,000�
賛 助 会 員 会 費 収 入 39,595,920� 39,595,920� 11,168,080� 50,764,000�
事 業 収 益 64,188,000� � 64,188,000�
貸 室 料 収 入 40,413,000� 40,413,000�
飲 食 売 上 割 戻 し 17,875,000� 17,875,000�
施 設 機 器 賃 借 料 5,900,000� 5,900,000�
雑 収 益 89,000� 6,000� 95,000�
受 取 利 息 6,000� 6,000�
そ の 他 の 雑 収 入 89,000� 89,000�
経 常 収 益 計 278,000� 255,161,420� 255,439,420� 64,277,000� 71,701,580� 391,418,000�

（２）経常費用
事 業 費 159,664,200� 17,470,820� 49,125,780� 56,234,750� 282,495,550� 50,409,800� 332,905,350�
借 室 維 持 費 73,887,600� 55,554,750� 129,442,350� 24,443,800� 153,886,150�
借 室 料 38,444,000� 24,027,500� 62,471,500� 19,222,000� 81,693,500�
共 益 費 6,846,400� 4,279,000� 11,125,400� 3,423,200� 14,548,600�
空 調・ 光 熱 費 3,597,200� 2,248,250� 5,845,450� 1,798,600� 7,644,050�
ホール 専 用 利 用 費 25,000,000� 25,000,000� 50,000,000� 50,000,000�
人 件 費 64,612,000� 14,219,000� 23,208,000� 102,039,000� 24,286,000� 126,325,000�
役 員 報 酬 6,800,000� 1,360,000� 5,440,000� 13,600,000� 13,600,000�
給 与 金 38,248,000� 9,556,000� 11,913,000� 59,717,000� 17,050,000� 76,767,000�
賞 与・ 諸 手 当 19,243,000� 3,220,000� 5,736,000� 28,199,000� 7,061,000� 35,260,000�
厚 生 費 321,000� 83,000� 119,000� 523,000� 175,000� 698,000�

事 業 費 21,164,600� 3,251,820� 18,917,780� 43,334,200� 43,334,200�
会 議 費 1,979,640� 76,140� 482,220� 2,538,000� 2,538,000�
事 業 運 営 費 17,099,160� 657,660� 4,165,180� 21,922,000� 21,922,000�
会報発行・ＨＰ運営費 12,771,000� 12,771,000� 12,771,000�
ク ラ ブ 賞 実 施 費 2,150,000� 2,150,000� 2,150,000�
運 営 雑 費 304,200� 11,700� 74,100� 390,000� 390,000�
通 信 費 1,216,000� 243,200� 972,800� 2,432,000� 2,432,000�
印 刷 費 465,600� 93,120� 372,480� 931,200� 931,200�
交 通 費 100,000� 20,000� 80,000� 200,000� 200,000�
写 真 電 子 化 費 7,000,000� 7,000,000� 7,000,000�
減 価 償 却 費 680,000� 680,000� 1,680,000� 2,360,000�
管 理 費 65,512,650� 65,512,650�
借 室 維 持 費 18,332,850� 18,332,850�
借 室 料 14,416,500� 14,416,500�
共 益 費 2,567,400� 2,567,400�
空 調・ 光 熱 費 1,348,950� 1,348,950�

人 件 費 23,002,000� 23,002,000�
役 員 報 酬 2,400,000� 2,400,000�
給 与 金 14,159,000� 14,159,000�
賞 与・ 諸 手 当 6,227,000� 6,227,000�
厚 生 費 216,000� 216,000�

そ の 他 の 管 理 費 22,537,800� 22,537,800�
ク ラ ブ 管 理 費 16,094,000� 16,094,000�
機 器 備 品 費 1,500,000� 1,500,000�
消 耗 品 費 1,225,000� 1,225,000�
事 務 委 託 費 2,213,000� 2,213,000�
事 務 雑 費 615,000� 615,000�
通 信 費 608,000� 608,000�
印 刷 費 232,800� 232,800�
交 通 費 50,000� 50,000�

減 価 償 却 費 1,640,000� 1,640,000�
経 常 費 用 計 159,664,200� 17,470,820� 49,125,780� 56,234,750� 282,495,550� 50,409,800� 65,512,650� 398,418,000�
評価損益等調整前当期経常増減額 △159,664,200 △17,192,820 △49,125,780 198,926,670� △27,056,130 13,867,200� 6,188,930� △7,000,000
当 期 経 常 増 減 額 △159,664,200 △17,192,820 △49,125,780 198,926,670� △27,056,130 13,867,200� 6,188,930� △7,000,000

２．経常外増減の部
（１）経常外収益の部 7,000,000� 7,000,000� 7,000,000�

特 定 資 産 取 崩 収 益
経営安定化資金積立預金取崩収益 7,000,000� 7,000,000� 7,000,000�

（２）特別会計活動支出
当 期 経 常 外 増 減 額 7,000,000� 7,000,000� 7,000,000�
当期一般正味財産増減額 △159,664,200 △17,192,820 △42,125,780 198,926,670� △20,056,130 13,867,200� 6,188,930� 0

2015年度　正味財産増減予算書(内訳表）
2015年4月1日から2016年3月31日まで

（単位：円）
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　この1月までの45年間を報道一筋で歩
んできました。3月からは個人会員とし
て小生が主宰する医療問題を中心とした
高田塾を引き続き執り行っていきます。

新しいOB会員

髙
たか

田
た

　和
かず

男
お
1970年日本テレビ入社。解説委員
として医療問題を担当。2015年退
社。

　新聞社を離れてしばらくたちますが、
世の中きな臭く、ジャーナリスト魂が
再来しました。

渡
わた

辺
なべ

　良
よし

行
ゆき
1970年毎日新聞入社。ニューヨー
ク支局長、総合メディア局長、毎
日広告社社長など。2009年退社後、
帝京平成大学教授。

http://www.jnpc.or.jp/

＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトから
アクセスできます。トップページ中央にある「音
声アーカイブ」をクリックすると一覧表が表示さ
れます。このなかで各氏の顔写真の右にある「会
見リポート」をクリックすると、発言の録音を聴
くことができます。同ページで当時の会報や会見
の全文文字起こしも読めます。

●ネムツォフ　ロシア第一副首相（1997.6.10）
●シェワルナゼ　ソ連外相（1988.12.21）
●ワルトハイム　国連事務総長（1981.6.9）
●ホーネッカー　東ドイツ国家評議会議長
　（1981.5.28）
●市川房枝　参議院議員（1979.8.27）
●リー・クアンユー　シンガポール首相（1973.5.11）
●マクナマラ　世界銀行総裁（1971.11.6）

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

■会見詳録　会見の全文文字記録版
●研究会「慰安婦問題を考える」 
　「議論の両極化に抗して」大沼保昭・明治大学

特任教授、朴裕河・世宗大学教授（2015.2.23）
●著者と語る『₂₁世紀の資本』
　「不平等の今後はわれわれの政策選択にかかっ

ている」（日本語・英語）トマ・ピケティ・仏経済
学者（2015.1.31） 

●研究会「2015年経済見通し」④
　「デフレからの脱出　アベノミクスを信用するが

確認も必要」ロバート・フェルドマン　モルガン・
スタンレー MUFG証券チーフエコノミスト

（2015.1.28）
●シリーズ企画「戦後70 年 語る・問う」⑤
　「テレビと戦後」山田太一・脚本家（2014.11.14）

HP更新情報

情報発信
■東京宝塚劇場公演「ルパン三世―王妃の首飾
りを追え！―」トークサロン
　主催：東京メトロポリタンテレビジョン
　元雪組トップスターの水夏希さん、元雪組ト
ップ娘役の愛加あゆさんを招き、公演鑑賞者を対
象にトークサロンを行った。（3.4　10階ホール）
■周斌さん出版記念会
　日中外交交渉の通訳を半世紀にわたり務めた
周斌さんの回顧録出版を祝う会が行われた。森
田一元運輸相（大平正芳外相秘書官として日中
国交正常化交渉に同行）、横路孝弘・前衆院議長、
岡本厚・岩波書店社長らが挨拶。元中国大使や
各社の中国特派員経験者、中国メディアの東京
特派員、中国研究者など135人が参加した。（3.6　
10階ホール）＝17㌻に関連記事

■マリア・ゴロブニナさん追悼式
　ロイター通信パキスタン・アフガニスタン両
支局長のマリア・ゴロブニナさん（34）が2月23
日に急逝し、追悼式が開かれた。マリアさんは
イタル・タス通信東京支局長のワシーリー・ゴ
ロブニン会員の長女。2001年に東京でロイター
通信に入社し、13年からパキスタン・アフガニ
スタン両支局長を務めていた。追悼式にはゴロ
ブニン会員も参加。知人、友人など約60人がマ
リアさんの早過ぎる死を悼んだ。（3.9　宴会場）
■地下鉄サリン事件から20年の集い
　事件を知らない世代が増える中、写真や動画
を紹介しながら関係者の体験談を聞く催しが開
かれた。パネルディスカッション「オウム真理
教による惨劇をくり返さないために」では、地
下鉄サリン事件被害者の会代表の高橋シズヱさ
ん、弁護士の宇都宮健児さん、元警察官の稲冨
功さんらが討論した。（3.14　10階ホール）
■完全護憲の会記者会見
　集団的自衛権行使に関する新たな安全保障法
制の与党合意を受け、80代以上の戦争体験者21
人で組織する「完全護憲の会」（共同代表：岡部
太郎・元東京新聞政治部長）が、新法制に反対
の記者会見を行った。（3.20　大会議室）
■土曜サロン
　ジャーナリズムの様々な問題を議論する場と
して隔月1回開催している。第82回例会は川上
泰徳・前朝日新聞中東アフリカ総局長、宮田律・
現代イスラム研究センター理事長を講師に迎え

「中東イスラム報道の課題」のテーマで語り合っ
た。（3.28　大会議室）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらが政治家を招
き、定期的に勉強会を行っている。3月は穀田
恵二共産党国対委員長（3.4）、福山哲郎元内閣官
房副長官（3.12）、船田元自民党憲法改正推進本
部長（3.18）、上田勇公明党政調会長代理（3.25）
をゲストに招いた。

高
たか

橋
はし

　弘
ひろ

司
し 1981年毎日新聞入社。カイロ支局
長、ニューヨーク支局長、外信部
デスクなどを務め、2013年退社。
現在、横浜国立大学准教授（ジャー
ナリズム論）。

　ジャーナリズムの授業の一環で、時
折、学生を引率し、お邪魔することが
あるかと思います。
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

委員長＝石川　一郎
委　員＝ 荒田　茂夫　五十嵐　裕　大寺　廣幸 

風間　　晋　神田　由紀　北村　節子 
佐塚　正樹　高橋　　茂　長澤　孝昭 
吉野　理佳

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：136社　⃝基本会員：751人　⃝個人会員：1,367人　
⃝法人・個人賛助会員：62社・140人　⃝特別賛助会員：95人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：106人 計：198社・2,471人

クラブの電話　ダイヤルイン

会員社ホール　│イ│ベ│ン│ト│情│報│
浜離宮朝日ホール▶ロイヤル・コンセルトヘボウ
管弦楽団員による室内楽企画「ムジカ・レアーレ」
首席奏者を含む楽団員が、ウェーバーのクラリ
ネット五重奏曲や、ドヴォルザークの弦楽五重
奏曲第2番を届けます。
4/27（月）19時（5,500円）●問い合わせ：03︲3267
︲9990
日経ホール▶サラ・ルヴィオン　フルート・リサ
イタル　神戸国際フルートコンクール第1位、フ
ランクフルト歌劇場管首席奏者による傑作集。
モーツァルト、ライネッケなどを演奏します。村
田千佳のピアノとともにお楽しみください。
5/20（水）18時半（3,800円）●問い合わせ：03︲
3943︲7066
サントリーホール▶室内楽アカデミー ゲストコ
ンサート　「チェンバー・ミュージック・ガーデ
ン2015」のプログラム。アカデミーのゲスト指導
者が、若き音楽家とともに音楽を作ります。全
２公演、時間はお問い合わせください。
6/12（金）、14（日）（指定3,000円ほか）●問い合わ
せ：0570︲55︲0017
王子ホール▶アンジェラ・ヒューイット 第１夜
世界中で高い評価を得ているアンジェラ・ヒュ
ーイットによる2日公演の第1夜。スカルラッテ
ィやグラナドスなど、リズムと色彩の豊かなスペ
イン作品を演奏します。
4/27（月）19時（7,000円）●問い合わせ：03︲3567
︲9990

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2731・2766
和食　伊勢海老懐石（5/29まで）
　先付：ひめ栄螺、蛍烏賊、胡麻豆腐ほか　刺身：
伊勢海老姿造りほか　焼物：鮎魚女照り焼き　煮
物：伊勢海老具足煮　揚物：白魚かき揚げ　食事：
ご飯、伊勢海老頭味噌椀　水菓子：季節の果物　
グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　牛タンシチューコース（5/2まで）
　桜鯛のカルパッチョハーブ風味　プティサラダ
添え、ハマグリのチャウダースープとクラッカー、
牛タンシチュー　春野菜とフィットチーネ添え、
苺のミルフィーユとアイスクリーム、パン、コー
ヒー付き（3,780円）。ランチ、ディナー（土曜日は
ランチのみ9階レストラン）ともにご利用いただ
けます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込です 事務局の新しいスタッフ　＝自己紹介＝

「シンガポール建国の父」リー・クアンユー元首相
　会見記録があります
　3月23日に91歳で死去したシンガポールのリ
ー・クアンユー元首相は1973年5月に日本記者
クラブで会見しています。この時のリー氏の肉
声を「音声アーカイブ」で聞くことができます。
また、発言記録が掲載された当時の会報もpdf版
で読むことができます。日本記者クラブ・ウェ
ブサイトの「音声アーカイブ」へアクセスを。

会報　連載ページの名称を変更しました
　地方の話題を地元に取材網をもつ新聞社・テ
レビ局にリポートしていただいている「地方発」
ページの名称を、今月号から「ワーキングプレ
ス」に統一しました。名称が変わっても、各地
の声を掲載していきますので、今後もご愛読く
ださい。

福島のお酒　今月もお楽しみください
　和食レストランで福島県の日本酒を提供して
います。利き酒セット（1,296円）もどうぞ。
①花春　濃醇純米酒（2,700円、花春酒造）②天明
純米吟醸瓶囲い火入（3,996円、曙酒造）③雪小町　
純米大吟醸美山錦造り（4,320円、渡辺酒造）

＜法人会員代表変更＞　
日本経済新聞社　岡田直敏代表取締役社長（旧・
喜多恒雄代表取締役会長）
＜訃報＞
　坂本重太郎会員（特別賛助会員・元日本外交
協会理事長、81歳）が3月2日、野美山薫会員（産
経新聞出身、84歳）が同21日、林卓男会員（毎日
新聞出身、９1歳）が同2６日死去されました。謹
んでご冥福をお祈りいたします。

佐
さ
藤
とう
聖
せい
子
こ
です

　この春から事務局で働かせてい
ただくことになりました。
　出身は“じぇじぇじぇ ”でおなじ
みの？岩手県です。ちなみに“じぇ
じぇじぇ ”は一部沿岸の方言ですが、私がいた
内陸では“じゃじゃじゃ ”と言います。「じゃじ
ゃじゃＴＶ」なるテレビ番組もありますよ。生
まれも育ちも岩手、東京には数年前に来たばか
りですので、時折なまりが出るかもしれません。
　経理・総務を担当します。会員の皆さまに直
接お会いする機会は少ないかもしれませんが、
事務局職員としてこれからお世話になります。
どうぞよろしくお願いいたします。

　2014年東京写真記者協会賞、部門賞、奨励賞
を受賞した作品を、4月24日までラウンジで展
示します。グランプリを受賞した「火山灰の中
に生存者」（産経新聞・大山文兄記者撮影）のほ
か各賞を受賞した力作をご覧ください。

Gallery 9 th floor 「2014年報道写真展」開催中
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撮影：潟
かた

沼
ぬま

　義
よし

樹
き

（東京新聞写真部）

解体工事でスタンドなどの取り壊しが始まった国立競技場＝３月５日、東京都新宿区で　東京新聞ヘリから

写 真 回 廊

　

国
立
バ
ル
ド
ー
博
物
館
を
訪
ね
た
の
は
３
年
前
の
秋
、
古

代
ロ
ー
マ
時
代
の
モ
ザ
イ
ク
が
質
、
量
と
も
に
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
惨
劇
の
館
に
な
ろ
う
と
は
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
カ
ル
タ
ゴ
の
故
地
。
死
闘
の
末
に
乗
り
込

ん
だ
ロ
ー
マ
人
は
、
草
木
も
生
え
ぬ
よ
う
塩
を
ま
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
じ
き
に
実
利
に
目
覚
め
た
の
だ
ろ
う
。
一
帯
を

「
ロ
ー
マ
の
穀
倉
」に
仕
立
て
た
。
モ
ザ
イ
ク
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
当
時
の
繁
栄
の
証
し
だ
。

　

地
中
海
世
界
に
点
在
す
る
ロ
ー
マ
遺
跡
の
文
明
度
に
は
感

心
す
る
。
キ
プ
ロ
ス
島
で
見
た
小
遺
跡
に
も
、
ち
ゃ
ん
と
公

共
浴
場
や
野
外
劇
場
が
備
わ
っ
て
い
た
。

　

優
勢
な
異
文
明
に
出
会
っ
た
社
会
は
、選
択
を
迫
ら
れ
る
。

英
国
の
歴
史
家
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
そ
の
相
反

す
る
反
応
を「
ヘ
ロ
デ
主
義
」と「
ゼ
ロ
ト
主
義
」と
名
づ
け

た
。
二
千
年
ほ
ど
前
、
ユ
ダ
ヤ
の
ヘ
ロ
デ
大
王
は
好
ん
で
ロ

ー
マ
風
の
建
築
を
造
り
、
片
や
ユ
ダ
ヤ
教
過
激
派
の
ゼ
ロ
タ

イ（
熱
心
党
）は
ロ
ー
マ
に
徹
底
抗
戦
し
、
砦
に
立
て
こ
も

り
玉
砕
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
は
、
さ
し
ず
め
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
の
ゼ
ロ
ト
主
義
者
か
。

　

ア
ジ
ア
初
の
東
京
五
輪
で
、
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
大
役

を
果
た
し
た
国
立
競
技
場
。
地
方
の
高
校
生
だ
っ
た
私
は
、

も
っ
ぱ
ら
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
が
、
閉
会
式
の
記
憶
が
鮮
烈

だ
。
選
手
団
入
場
と
な
っ
て
、
国
、
民
族
、
宗
教
の
違
う
顔
、

顔
、
顔
が
入
り
交
じ
り
和
気
あ
い
あ
い
、
ト
ラ
ッ
ク
に
な
だ

れ
込
ん
で
き
た
。
整
列
し
て
整
然
と
、
の
は
ず
だ
っ
た
。
演

出
で
は
な
く
ハ
プ
ニ
ン
グ
。

　

以
来
、
閉
会
式
は
東
京
方
式
が
定
着
し
た
。
半
世
紀
が
過

ぎ
て
、
世
界
の
現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

�

（
土
谷　

英
夫
）

ス
タ
ジ
ア
ム
の
記
憶




